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発刊にあたって

本書は播鉾Jfl流域総合整錆計画に係るi播鉾)lf河川改修工事に伴って，平成 6年度

から 8年度にかけて実施した療の辻遺跡、の緊急発掘調査報告書です。

原の辻遺跡の調査においては，現在の河川敷のなかに弥生時代から古嬰時代前期に

かけての!日河道が数条確認されました。その中の一つの弥生時代中期の河道からは，

E本初伊jのココヤシ製の笛が出土して話題になったことを御存じの方も多いと思われ

ます。この河道の中からは，おびただしい数の弥生土器に伴って，朝鮮半島系の土器，

青銅製の縮形銅剣，石製の柄飾，各種の木製品など貴重な品々が出土しました。

療の辻遺跡は，重要遺跡として平成 9年 9月2日に毘の史跡指定を受けました。現

在，遺跡調査整備委員会において遺跡の保存と活用を図り，将来に伝えるための検討

がなされています。

壱岐には，現在全国的に注目されている原の辻遺跡のほかに著名な弥生時代の遺跡

として勝本町のカラカミ遺跡，郷ノ浦轄の車出遺跡等が知られ，また260墓を超える数

の吉壌があります。県内最長の双六古墳や奈良県の藤ノ木古墳に匹敵する馬具類を出

土した笹塚古墳，全国で12番呂に長い横穴式石室をもっ鬼の窪吉墳など，優れた文北

財と歴史資料を保有している島といえます。

これらの豊かな遺跡や文化財を護仇将来に伝えていくのは現在に生きている私達

の努めであり，地域住民の方々のご理解とご協力をいただきながら，文化財保護担当

部局と開発部烏との綿密な連絡調整を行っていかなければならないと考えています。

今自の原の辻遺跡で行われた発握謂査成果が，学術的資料として活用され，文化財

の愛護に役立つことを念じて刊行のあいさつといたします。

平成10年3月31B

長崎黒教育委員会教育長 中川 忠
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1.本書は，幡鉾JlI総合整備計画に係る幡鉾J11河川改修工事に伴って，長崎県教育委員会が平成6年

度から平成 8年震に実施した原の辻遺跡の発掘調査の報告書である。

2.本書に収録した遺跡は，長崎県壱蚊郡芦辺町探江鶴亀触字)1I原畑および不鋒に所在する。

3.本書は，当該調査に採る報告書二分間の内の上巻である。

4.本書の執筆と編集は，宮崎が担当した。

5.原の辻遺跡の自然科学分析については，古環境研究所に委託した。

6.本書関係の出土遺物と圏西および写真類は，現在，長崎県教育庁原の辻遺跡調査事務所に保管さ

れている O
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遺跡の立地と環境

壱較は，玄界濯に浮かぶ南北17km，束、語15kmの{!1;平な島である。大陸・朝鮮半島と呂本本土を結ぶ

寺
4
山地理的な位置にあって，古来より対馬とともに大罷交渉・交流に重要な役割を果たした島である O

た， ~差是志震人イ云j に記載された「一支国j の比定地として知られている。島という地勢は，完結され

ここでは，弥生た属土・景寵であるため，歴史・文化の研究フィールドとしても有効な場所である。

時代を中心として壱岐の状況を概観してみたい。

壱岐の弥生時代遺跡は現在60余箇所が知られているが，

を論じた文献のなかで壱岐の遺跡iの分布状況について 3群の

その内容が明瞭に分かる遺跡は数少ない。

武末純一氏は， 1983年に「壱岐・対馬j

を中心とするA群播グループがあることを指?脅した。 f播鉾II!下流竣の原の辻遺跡(芦辺・石沼田J)

など柳田地区を中心とする B群と，メせ自院J11上流のカ鉾111上流の戸出遺跡や由ノ上遺跡(郷ノ諒町)

その後仔われた調査によって，車出遺を中心とする C群の三グループである。ラカミ遺跡(藤本軒〉

この{釦こ，島跡(郷ノ浦町)が田ノ上遺跡とともに群の中心となる遺跡であることが判明してきた。

北部にある天ケ諒遺跡と丸尾遺跡

(藤本町〉などのグループをD群とし

しかし，て加えても良いと盟、われる O

D群誌各群の中核となる遺跡、を拠点、

遺跡と呼ぶ、とすれば，数が少なくて

貧弱なグループであり， f車群の集団

に依存していた可能性が高い。

この遺跡群のなかで，弥生前期に
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遺跡、が開始されるのが明躍になって

C群のいるのはA群と C群である。
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カラカミ遺跡では， 1982年から1984

年にかけての謂査で弥生前期末の警

前期

末には集落が形成され拾めたことが

推測される。また近隣の小場遺跡で

と壷破片が数点出土していて，

は，前期末の合口蓋棺 1基が確認さ

C群で;ままだ点的な確れているが，

A群しかし，言忍にとどまっている。
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の原の辻遺跡においては， 1994年以

遺識の位置第 1図
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捧の本格的な調査が行われていて面

的な拡がりがとらえられつつある。



弥生前期後半~末の板付II式の資料が，台地から{岳地にかけてまとまって出土していて，この段階か

らいくつかの集毘による居住が開始されていることが推定される。また爵期末から中期にかけての墓

地として石田大原地区とミヤクリ遺跡、が謹認されている。ミヤクリ遺跡は，弥生前期から中期にかけ

ての墓地で原の辻遺跡の北西部に位置していて，原の辻遺跡、の安田寺前A地区から]11原畑地区にかけ

ての地域に岩往した集屈の墓地と推溺される。この弥生前期の様相をみると，原の辻遺跡とカラカミ

遺跡、において拠点集落としての端結は両者ともに謡期後半から末に開始されるが，語芽段陪において

すでに原の辻遺跡の方が規模的に卓越していたことが考えられる O また，両者ともに初期稲作段階の

在日式や板付 I式期ではなく，前期後半期の弥生人によって集落が営まれ始めたことに注目すべきで

あろう O このことは，壱較でまだ支石墓が確認されていないことにも関連する事象であろうか。

弥生中期になると，原の辻遺跡とカラカミ遺跡は双方ともに中期前半以降に謹盛期をむかえるが，

最近の調査の成果からみていくと，原の辻遺跡は須玖 I式の設階に環濠を巡らし大集落として整錆さ

れたことが誰瀕されるようになってきた。 1997年に発見された八反地区の船着場跡も，須玖 I式段轄

に建設されて弥生中期段階に使用されたが，後期吉Ij葉設轄には使われていないことが推滞される O

環譲の外にある墳墓は，吉宮窮から中期中頃を中心とする石田大露地区から，中期後半以降になると後

期に継続する大川地区，原の久保A地区の墓域が新たに形成される。 B群の車出遺跡では，中期から

後期の資料が出土しており，その北鎚;こ対侍する手長男神社遺跡の丘車部では中期の資家!のま摸山顕氏

によって採集されていて，この段轄にB群の居住が開始された可能性が考えられる。間じ鱈鉾JII流域

にあるとことを考慮すると， A群の

原の辻遺跡から分岐した集留が新た

にB群の経営を開始した可能性が考

えられる。また，譲城跡(芦辺町)

は1996年の謂査で弥生中期の遺構・

遺物が確認されていて，原の辻遺跡

の西館台地に立地する鶴田遺跡(石

由時)では1998年の調査で弥生中期

前半期の小児護棺を主体とする墓地

が確認されている。両者は原の辻遺

跡の潤辺集落とその集自の墓地であ

ろう o D群の丸患遺跡、では， 1996年

の謂査で須玖II式の竪穴住屠跡が検

出されている O 中期の遺跡の動向を

みると，人口増加にともなって拠点

集落の毘屈に周辺集落が分岐した各

単位集団による農業経営が顕著にな

!ロ
VO 
L一一 h 

第 2密原の辻遺跡位置図

1.療の辻遺跡 2.事出遺捗 3.カラカミ遺跡 4.天ケ原遺跡
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っていったようである。

震の辻遺跡では， 1996年~1998年に行われた現水田部域の麗場整構事業に伴う調査を通じて判明し

てきたことであるが，弥生中期末から弥生後期初頭ごろに大きな変化が認められることが分かつてき

た。蔀期末から中期にかけての時期に丘陵北1J!tlから北西側の安富寺A(閤繰)・JlI原熔・不様・八反地

区の{岳地に居住域が拡がっていたことが調査によって確認されたが，後期初頭ごろにf底地部分での層

住が放棄されて，後期前葉以後iこは丘陵部内に居住が限定されてしまうことが明らかになりつつある。

間辺にある譲城跡でも，弥生中期に居住がみられるが，後期から古墳時代初頭までにかけては生活の

痕跡が認められなくなる。その要因については，海水準の変化による洪水等の自然環境の変化，器国

大乱およびその前段階の戦乱などがあげられる。後期には中期に揺られた濠の再整績と共に新たに濠

が設けられて環濠が何重にも巡らされたようで，弥生後期前半段階での緊迫した状況が周辺集落を含

めての拠点となる城塞集落への移動を強制したのかもしれない。

後期の遺跡は， C群のカラカミ遺跡を中心として国議遺跡他， B群の主主出遺跡や田ノ上遺跡を中心

として山中遺跡・榔田遺跡他など， A群と比較すると B.C群では馬辺遺跡が増加して展開している

ようである。輩出遺跡はこの段階においてB群の拠点集落としての確立したと思えるが，原の辻遺跡

との親子に似た帰属関係は維持されていたと患われる。原の辻遺跡では，弥生後期後半期の下大限式

段階において，環濠に遺物の廃棄が行われ濠が埋まっていく様子がみられ，倭国大言しの終息以後の状

況を反映したとも想録できる。濠は後期経末から古境時代前期には埋没したものが多く，布留式段暗

には埋没した諜の上に竪穴住居が設けられるものもみられる。戦乱がおさまって緊張した状況が解消

されると， !苛鶴のための濠の必要性が無くなると人為的に理められたのであろう O

原の辻遺跡では，墓域が環濠内』こー笛所，環譲外に六笛所確認されている O 石田大原地区やj京ノ久

保B地区では，北部九州系の成人用聾棺が検出されているが箱式石棺墓と共存じており，大]11地区他

を含めて墳墓の主体となるのは，箱式石揖墓と土壌墓(木棺墓)である O これは壱岐の墳墓が北部九

州地域の察結主体の墓制でなく，長崎県本土部や佐賀県北部の西北九州地域の墓制と類似したあり方

をもつこと示している。また，原の辻遺跡の石田大震・大JlI・原メ久保A地区の墳墓では，規矩鏡・

獣帯鏡・内行花文鏡などの中国鏡，戦図式銅剣・掘形鋸会IJ・錦鉾，および国産の鏑鋲!などの貴重な青

銅器や中国製のトンボ玉などが副葬されていて，王族級の有力な集団の墳墓が葬在したことが明らか

である。カラカミ遺跡で辻，中国製の方格規矩鏡片 1点、が出土しているが， C群の拠点、集落であって

もその内容において首都である原の辻遺跡との格差はぬぐえない。また北端に栓置する天ク原セジョ

ウ神遺跡でa，対露を望む海岸の石詞の下から三本の中広鋸鉾が出土している。これは銅鐸研究の春

成秀爾氏の考えを増幅すると異留から招来すーる悪霊や疫病等に対しての境界祭詑であったことが推定

されるが，壱較では広形鋼鉾が出土しておらず，吉本を超える鍛鉾を出土している対馬と比較すると

対象的なあり方を示している O 倭の境界壊にある対馬では，倭人の領域を護るために倭語連合による

青銅武器を使った境界祭1詑が盛んに行われていたためであろうか。

壱較では，原の辻遺誌とカラカミ遺跡が代表的な弥生時代遺跡としてとりあげられ比較されること

一一 3~



が多い。前者は，深江田原と呼ばれる沖積地を控えた低い台地に立地して農耕的な色彩が強議される

のに対して，後者は海に近接した比高40mの小高い丘陵に立地していて遺物の構成からも漁携的な様

相が語られることが多い。 北西の季節感が顧しい壱岐の風土からいうと，後者が立地からみると壱岐

の風土に適合した遺跡であり，前者は鼠土を度外課して巨大化した都市的な様椙をもっている。両者

は舶載された青鋸器や朝鮮半島系土器など大陸との交流を物語る品々が多く出土しているが，なかで

も朝鮮半島の北部までの長水路の競路がひらかれていたことを裏付ける楽浪系土器は壱岐でも二者の

出土に限られていて，国欝的な「市庭J(バザーノレ)が存在した可能性を示唆している。特に大陸系の

ハイテク技指をもっ大掛かりな船着場が発見された原の辻遺跡は，大陸との交渉・交流の拠点であっ

て，罷人fflUからみると北部九州地域や震国の最前議を望む兵話基地のような遺跡ではなかったかと評

錨す一ることができょう o

今後も，原の辻遺勝を中心として発掘調査がま握続されていくので，壱i技島の豊鏡な歴史的情況が明

らかになっていくことが期待される O

註

(1)武末純一「壱岐・対馬Jr三世紀の考古学j下巻 学生社 1983

(2) 平成 9年震の醤場整備事業に伴う調査において，貨泉・方格規矩鏡片・銀銭・小形訪製鏡などが出土し

て，諜跡と推定される譲も検出されていて， B群の拠点となる集落であることが明確になった。
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2 .調査の経緯

(1) 平成 5年度の調査

県営轄鉾]11流域総合整備計画の実施に倖い播鉾J11中小河川改修工事が平成5年度から平成10年度

まで計画された。その事業に先立って芦辺町教育委員会が，壱岐支庁建設課の委託を受けて遺跡の範

囲確認調査も平成5年10月初日から平成5年11月初日に実施した。津合橋を基点としてど下流200m

の範囲の河川敷に12笛所の調査壌を設定して，面積88mを発掘調査した。その結果，津合構から上流

200m，下流180mの範囲に弥生土器・石器・木器を主体とする弥生時代の遺物包含麗が拡がっている

ことが確認された。ただし，河床となっている部分について誌，昭和14年の河川改修工事によって掘

削を受けており，遺物包含層は認められないことが判明した。遺物包含層が拡がっている範囲につい

ては，工事着工前に遺跡の取扱についての協議が必要となった。

(2) 平成 s年度の譲査

王子或 5年震に実施された芦辺町教育委員会による範囲確認諦査の結果に基づいて，関{系機関との協

議がなされ，平成 6年度から緊急発掘調査を実施することになった。平成6年度は，津合橋東1BUの下

流域の湾)11敷の4000mを対象として30mの方践で区切り，東西轄を東から O"--'U，有北軸を}有から 1

と 100~102の地区に分けて，平成 6 年11月 2 日~平成 7 年 3 月 31 日に発掘謡査を行った。

その結果，主要な遺構として，弓形』こ患がって東西方向の流路をもっ弥生時代のi白河道跡(1号!日

海道)が検出された。北棋のR101・S101[3:を中心とした地区では， 16河道の西岸額斜面tこ投棄され

た土器i習が確認され，南f持jのR100・S100区では河道内に遺物包含層が確認された。遺物は，弥生時

代中期後半から後期初頭にかけての土器を主体として，磨石・石鎌・石庖了・石鍾などの石器，鍬-

剣状木製品・梯子・漆器などの木製品，管玉，骨角器，獣骨類などコンテナ100箱を超える量の遺物が

出土した。

調査の関係者は，以下のとおりである。

謁査担当 長崎県教育庁文化課埋議文化財斑 壱i技教育事務所駐在

係 長 副島和明(現県文化課係長〉

文化財保護主事 町田利幸(現県文化課主任文化財保護主事)

グ 山下英明(現壱妓高校教諭)

グ il!口洋平

グ 石尾和貴(現長崎南高校教論)

調査協力 芦辺町教育員会・石田町教育委員会

(3) 平成 7年震の謡査

平成7年度比津合構西鶴の上流域の河川敷4942mを対象として，当該対象地域を南北軸をjとから

A"--'D，東西軸を西から 1~12の地区iこ分けて，緊急発掘調査そ行った。平成 7 年震に工事が行われ

る北鰯河川敷から擾先して発握を行い，平成 7 年12月21B~平成 8 年 3 月 28臼にかけて2532m2の調査

F 
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を実施した。謁査は，原の辻遺跡調査事務所が主体となって実施したが，一部の期間について県文化

課から調査の支援を得た。

調査の結果，汚JI!敷部分と土堤壁面に弥生時代と昭和14年の河川改鯵工事によって埋め込まれたこ

とが考えられる播鉾JI!のの!日海道跡が検出された。弥生時代の遺構は， C2-----4，B8， All・12，

CD4・5，C 7・8，Bll・12区でIEl河道跡が近世以鋒の河道に削られた状況で検出され， B 7区

北壁』こ断面がむ字形の講 1条， D 1区南壁と C10区高壁に断面がV字形の濠跡などが議認された。弥

生時代と近世以蜂の河道は，ともにかなり蛇行した河川であったことが分かつてきた。

遺物は，コンテナ85箱分が出土したが，特にC2， B 8区で弥生時代を主体とする遺物の集中がみ

られた。最も多い弾生中期を主体とする土器に伴って，玉杓子・構・建築部材などの木製品や，爵石・

在鎌・石庖了・石発u.語平磨製石斧など、の石器が出土した O なお， C 5区付近の河川敷でナウマンゾ

ウの化石骨が発見され，岡山大学の稲田孝司教授に指導をいただいた。

調査の関係者は，以下のとおりである。

調査担当 長崎県教育庁原の辻遺跡調査事務所

{系 長 副島和明(現祭文化課係長〉

主任文化財保護主事宮崎貴夫(現涼の辻遺跡調査事務所係長)

文化財保護主事 石尾和貴(現長崎甫高校教諭)

長崎教育庁文化課

課長祷佐 田JI! 肇(現原の辻遺跡、謂査事務所長)

係 長 高野晋苛(現課長補佐)

J) 安楽 勉(現原の辻遺藤謂査事務所課長)

文化揖保護主事 甲斐田彰

文化財調査員 塩塚浩一

調査協力 芦辺BU教育委員会・石田町教育委員会

(4) 王子成 8年度の謁査

平成8年震は，津合構西側の上流域の河川敷49421ぜを対象として，平成 7年度において謁査完了し

た2532ぱを除いた2410ぱの区域について平成 8年 4月8日~平成 8年12月13日に発掘を行い，平成 6

年度から続いた当該緊急発揮調査を完了した。謁査は，箆の辻遺騨調査事務所が主体となったが，一

部の期揮について県文化課から調査の支援を受けた。調賓の結果，昭和14年の河川改修の際に埋め込

まれた近世以棒のi播鉾}llのi白河道によって諮られてはいるが， All・12涯と Bll・12区に弥生時代か

ら古壊時代前期の!日河道(2号出荷道)， B 8・9とC7・8区に弥生時代前期から中期の!日河道(3 

号!日汚道入 C2~4 区と CD4 ・ 5 区， C 6区に弥生時代中期を主体とする!日汚道(4号!日河道)が

検出された。いずれも!日状は，かなり蛇行した河道であったことが確認された。平成 8年度の調査で

は，コンテナ220籍を超える遺物が出土したが，特にC2，CD5， B8， C7・8，Bll・12の18河

道の遺物包含層で，遺物の集中がみられた。 Bll・12区の 2号!日持道では古墳時代前期の布留式土器

-9-





を含んでいるが， f患の泊海道では弥生前期末から弥生中期を主体とする土器に伴って，磨石・石鎌・

石癌了・石剣・磨製石斧などの否器や各種の木製品が出土した。なかでも， C 7・8区から B8区に

つながる 3号担再選では，建築部材・杵・構・案・機織呉・鎧小札・漆器などの木製品，編かご，コ

コヤシ製の箆，石製剣把頭飾，朝鮮半島系土器，紹形銅剣片などの貴重な遺物が出土した。なお， IB 

石器時代の遺物として， D 1区からシカ， C 4区と B8区でナウマンゾウの化石骨が，地山としてい

る粒土層や砂醸震から出土した。 調査の関係者li，以下のとおりである。

調査担当 長崎県教育庁原の辻遺跡調査事務所

係 長 宮崎貴夫

文化財保護主事 西 信男

長崎県教育庁文化諜

f系 長 藤田和裕

文化財保護主事 小松 撞

文化財調査員 塩塚活ー

Jl 東 費之

JJ 荒木持也

調査協力 芦辺再教育委員会・石田町教育委員会
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3 .遺構

(1) 平成 s年度調査の遺講

平成 6年度調査は，津合橋から下流の河川敷が対象豆域であったが， 0 P 101・100区に 1条， S 101・

100区と RS100誌に 1条の!日可道が確認された。これを 1号IB再選とする。その流路は， QR区付

近が空白となるが，西北から南東へ湾曲して曲がり，さらに高茜から北東へ伸びてつながっていたこ

とが推測され，かなり蛇行して、流れていたことが考えられる O

S 101・100s:では，西から東に傾斜した湾岸に弥生土器を主体とする遺物が約 5mの幅に害状に堆

積し，それより東鱒は昭和14年に埋め込まれた河道によって部り取られた状況が捉えられた。この遺

構誌，弥生中期後半~後期初頭のかけての土器詔と考えられる。遺物は西側から東の額斜面へ投棄さ

れた状況がうかがわれ，なかには丹塗の袋状口議壷と高杯を謡え置いたような状況もみられた(密版

4 )。包含層は，北壁、で厚さ1.3m堆積して，河床一面の標高は2.2mを潤る。最も多く出土した遺物は，

弥生時代中窮後半から後期初頭の土器を主体としていて，磨石・白石・諒石・石鎌・石寵了・砥石・

石剣ー磨製石斧・穣器・右錘・碇石などの石器，短甲・剣状木製品・鍛・錨・鉄斧柄・杵・玉杓子・

梯子・椀などの木製品，鯨骨製アワピオコシ・鹿角製文などの骨角器，人骨頭部片，獣骨類が伴って

出土した。

R S100区では， S 101・100区につながるi白河道に弥生中期末から後期初頭の土器を主体とする遺物

包含震が確認され，震石・出石・高記石・石鎌・石痘了・砥石・石剣・爵製石錬・磨製石斧・石錘など

の石器，横槌・漆器などの木製品が出土した。この汚道も， S 101・100区と同様に東{揺が近世以降の

河道によって部り取られた状況が捉えられた。遺物包含層は， 0.85mの厚さに堆積し，弥生時代の河

床面の標高は2.6mである。

(2) 平成 7・s年度調査の遺構

平成 7・8年度調査は，津合播から上流の河川敷が対象区域であったが，弥生時代~吉墳時代前期

に遺構として，土提の壁面に譲 2条，溝 1条と，河川敷に 3条のIB海道が検出された。 濠霊感は， D 1 

区の南壁に 1号譲が， C10s:の高壁に 2号濠が確認された。 1号濠は，断面形は逆台形状をなし， $1長

1.9m，深さ1.5mを潤る。当亙の高額の水田部分にため池が造成されるに先立って，平成9年疫に緊

急発掘謂査が実施された結果，南tこ伸び、て新たに確認された!日汚道につながっていることが明らかに

なった。この譲跡からは，須玖II式土器が出土していて弥生中期後半段階の濠であったことが判明し

た。なお，このため法部分の調査で確認された!B河道は，平成 8年震に実施された芦辺町教育委員会

の範思確認調査の成果と合わせると，当該地区の 3号!日河道につながることが推認される。 2号譲泣，

断面がV字形をなし，縞2.8m，深さ0.8mを翠rrる。出土遺物はなかったが，断面の形状から誌生後期

の可能性が高いと推認される。 B7区の北壁には 1号溝が確認された。額面が幅広のu字形をなし，

騒3.3m，深さ 1mを溺る。出土遺物は無く，時期・性格については明確でない。

2号iB河道は， Cll・12区からAll・12区つながる汚道で，河輯はCll・12s:で約30mを揺る。 1

-12-
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mから1. 7mの厚さに遺物包含層があり，河床面は標高2.8m~3.4m を諸る。出土遺物は，弥生前期末

から吉墳時代前期の布皆式までの土器が出土していて，長期間にわたって流れていた河道と誰瀦され

る。

3号!日河道は， C 7・8区から B8・9区につながる河道で，東舗は近世以降の汚道によって部ら

れていた O 遺物包含層拡，厚き 1mに堆讃し， C 7・8B:南壁で潤ると幅20mほどが残っていてラ持

床面は標高 3m前後である O 弥生前期末から弥生中期中墳の土器に停って，欝石・鼓石・砥石・石鎌・

石庖丁・磨製石斧・石製把頭飾・石剣・磨製五銭・石錐・石錘・碇石・石器の素材と未製品などの石

器，杵・槽・案・建築部材・機織具・鎧小札・漆器などの木製品，編かご，ココヤシ製笛，細形銅剣

片，朝鮮半島系土器，人骨頭部片，サルノコシカケなどの遺物が出土した。 4号!日河道は， C 2・3・

4区から CD4・5区， C 6区へとつながる河道で，近世以降の河道によって的られているが， CD 

4・5区が西岸で， C 6区が東岸であると仮定すれば幅15mを潤ることになる。 河床面の標高は， C 

2区で2.8m，C D 4・5区で 3m在調gり，遺物包含層は， C 2区で1.1m，CD 4・5区でO.7mの厚

さに堆積している。遺物は，弥生前期末~弥生中期後半の土器を主体としていて，磨石・蔽石・砥石・

石鎌・石寵T.磨製石斧・石剣・石器の素材と未製品などの石器，案・漆椀・建築部;材などの木製品

が出土した。
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4.2m 

5、、、 一一一~、~ご 9 ¥九----、 i 1 糞茶縄色土震{土手埋土)

黄灰褐色粘質土層(昭和14年以前の河JIIl
器量茶褐色紡質土層

4 a 毘砂淡DZ褐色純資土震(弥生VIJ雪)
4 b 茶褐色砂層(弥生活j審)

4 c 毘実黒褐色給質土層(弥生理震)

4 d 灰茶褐色事占質之震{弥生VJI麗〉

4 e 箆砂灰褐色粘震土層{弥生VJI童書)

4 f 灰褐色結震土層

5 書毒素褐色粘土産喜{地W)

¥三三:

~よ---
ー~叫~九九

~ 

糞褐色土層

2 a 淡灰茶褐色紗号室土書室

2 b 淡灰茶褐色結質土震

3 a 灰褐色裕資土j覆{弥生VI層)

3 b 累褐色泥炭質結震土層(弥生活層)

3 c 箆砂黒褐色泥炭質土層(弥生VJI窟)。 3π3 3 d 黄褐色砂層(弥生VJIJ警)

3 e 混異議褐色粘祭主震(畏震 e 弥生VJI震)

3 f 糞褐色給量雪之麗{弥生VJIJl警)

3 9 灰茶禄色粘号室土皇室

3 h 翠砂灰褐色給費土震{弥生VJI憲)

4 a 淡茨樗色結集ニと層{以下弥生以前の麗)

4 b 灰褐色給資二七震

4 c 青緑色紗星雲

4 d 淡灰褐色結賓土震

4 e 黒砂掲灰色泥炭質土建

5 驚緑色砂磯麗
出 ZP

第 s毘 1号18河道(ゴヒ{史的実;慰留(1 /80) 
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付鋸 自然科学分析報告



長崎県，原の辻遺跡(河川地区)における自然科学分析

1 .原の辻遺跡(河JII地震)における花粉分析

1 .試料

調査地点、は， CD 5区およびC7・8尽の 2地点である。試料は， CD 5 [えでは試料 1 (I a 

古墳時代以蜂)，試料 2 (1 b P昆古墳時代初頭の土器を含む入試料 3~7 (2 a 層~3 b層，弥生

時代中期後半の河道堆積層入試料 8~1l (4a 層~5 b)忌縄文時代以前)の11点、が採弔された。ま

た， C 7 ・ 8 区では試料 1~3 (4~6 層，中世・近1萱以降入試料 4 ・ 5 (1胃， Y-1腎，弥生時

代後期から吉填時代初頭入試料 6 (Y 2)!再，弥生時代中期の河道堆積層)，試料 7~10 (Y 3 a 

'~Y-3e 層，弥生前期末~中期前葉の河道堆積層)の10点が採取された。試料採取笛訴を分析結果の

摸式柱状留に示す。

上方法

花粉粒の分離抽出は，基本的には中村(1973) を参考にし，試料に以下の艇で物理化学処理を施し

てf子った。

1) 5 %水酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2 )水洗した後， 0.5mmの簡で、i擦などの大きな粒子を取り除き，沈澱法を用いて砂粒の除去を行う O

3) 25%プツ化水素酸j容液を加えて30分放置する。

4 )水洗した後，氷酔酸によって脱水し，アセトリシス処理(無水酢般 9 濃硫酸のヱルドマン氏

液を加え 1分間湯煎)を施す。

5)再び氷喜r酸を加えた後，水洗を行う 0

6 )沈澄に石炭酸ブクシンiを加えて染色を行い，グリセリンゼ、リーで封入しブ。レパラートを作製する。

以上の物理・化学の各処理問の水洗は， 1500rpm， 2分間の遠心分離を行った後，上澄みを捨てると

いう操作を 3回繰り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに，生物要員教鏡によって300~1000倍で行った。花粉の同定は，島金

(1973)および中村(1980)をアトラスとし，所有の現生標本との対比で行った。結果は[BJ定レベルに

よって，科，亜科，属，重属，節および種の階級で分類した。;複数の分類群にまたがるものはハイフ

ン(--)で結んで示した。なおヲ科・車科や属のi宅級の分類群です3が属や節に糖分できる場合はそ

れらを別の分類、群とした。イネ嵩に関しでは，中村(1974，1977)を参考にしヲ現生標本の表面模様・

大きさ・孔・表謡断冨の特徴と対比して分類したが， @J体変fヒや類叡種があることからイネ属型とし

た。
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3 .結果

(1)分類群

出現した分類群は，樹木花粉33，樹木花粉と草本花粉を含むもの 3，草本花粉29，シダ捕物胞子 3

形態の計68である。これらの学名と和名および、粒数を表 iに示し，主要な分類群を写真に示す。以下

に出現した分類群を示す。

〔樹木花粉〕

マキ属，モミ属， トウヒ属，ツガ属，マツ属譲維管束軍属，スギ¥イチイ科一イヌガヤ科ーヒノキ

科，ヤマモモ属，ノグルミ，ハンノキ!誌カパ 2ノキ属ヲハシバミ属，クマシデ属 アサダ，クリ シ

イ層 マテパシイ属，ブナ属，コナラ属コナラ亜属，コナラ属アカガシ亜窟，ニレ属 ケヤキ，エノ

キ属 ムクノキ，アカメガシワ，サンショウ属，キハダ属，ウルシ!忌モチノキ属，カエデ属，プド

ウ属，ツバキ属，グミ属，ハイノキ属，モクセイ科，ニワトコ属 ガマズミj孟マンサク科，スイカ

ズラ属

{樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科 イラクサ科，パラ科，ウコギ科

〔草本花絵)

ガマ属ーミクリ}忌サジオモダカ オモ夕、カ属，イネ科，イネ属型，カヤツリグサ科，イボクサ，

ミズアオイ属，タデ属サナエタデ節，ギシギ、シ属，アカザ科ーヒユ科，ナデシコ科，コウホネ属，キ

ンポウゲ属，アブラナ科，ワレモコウ属ラノプドウヲアカパナ科，セリ科，センプリ属 ツノレリンド

ウ属 リンドウ麗，ナス科，オギノツメ，オオバコ属，オミナエシ科，ゴキヅル，タンポポ亜科，キ

ク亜科，オナモミ属，ヨモギ属

〔シダ植物抱子〕

単条溝胞子，ミズワラビ，三条溝抱子

(2) 花粉の出現状況

1) CD5lR 

試料8と試料11では，樹木花粉の占める謡含が極めて高く，クリ シイ属 マテパシイ属が援占す

るO 他にはコテラ属アカガシ亜属，マキ属の樹木とイネ科の革本などが低率にfrわれる O 試料 5~7

で、は上位に向かつて草本花粉の占める割合が徐々に増加し，イネ属型を含むイネ科，ヨモギ属，上部

ではクワ科 イラクサ科，ギシギシ属，アカザ科 ヒユ科，セリ科が増加する。欝木花粉ではクリー

シイ属ーマテパシイ属が優占するが， J:{立に向かつて減少傾向を示す。その能の試料では，花粉がほ

とんど検出されない。

2) C 7・8区

試料 4~11では，樹木花粉ではクリ シイ属山マテパシイ属が優占 0，コナラ カガシ車属，エ

一時一



ノキ属 ムクノキヲマツ属擾維管束亜震が伴われる。革本花粉では，イネ属型を含むイネ科が擾占L，

ヨモギ、属，カヤツリグサ科などが伴われる。土設に向かつてクリ シイ j高ーマテパシイ属が減少額向

を示し，イネ属型を含むイネ科が増加額向を示す。試料、 1~3 では，樹木花粉より草本花粉の占める

型j合が高い。樹木花粉ではクリ シイ属 マテパシイ露，コナラ属アカガシ恋属の出現率が高く，試

料 3で辻ツバキ属の出現率がやや高い。草本花粉ではイネ属望を含むイネ科を主に，ヨモギ属，カヤ

ツリグサ科，アブラナ科，セリ科などが出現する O

3 )寄生虫卵について

CD5医の試料 6， 8およびC7・8区の試料しん 7， 9，10から辻，鞭虫卵が検出された。

鞭虫卵は，人が定住して人口の密集する集落域周辺の汚染と考えられる。 C7・8区の試料 4からは，

マンソン裂頭条虫卵が検出された。マンソン裂頭条虫手[j辻イヌを主とする肉食獣の寄生虫である。

4.花粉分析から推定される槙生と環境

縄文時代以前の堆積当時は，シイ類{クリ シイ属ーマテパシイ属)を主体としてカシ類(コナラ

属アカガシ霊麗)やマキ属などもみられる森林が，周囲を覆っていたものと推定される。イネ科など

の草本は，森林のとぎれる河辺とどどに部分的に生育していたものと考えられる O

弥生時代中期後半に泣，シイ林が減少して，イネ科，ヨモギ属をはじめクワ科 イラクサ科，ギシ

ギシ属，アカザ科 ヒユ科，セリ科などの人為干渉を示す草本が増加したものと推定される。また，

イネ属型の出現から，題屈で水田耕作が行われるようになったものと推定される。

弥生時代前期末から古壊時代初頭にかけては，イネ科を主に，ヨモギ属，カヤツリグサ科などの草

本が生育していたと考えられ，比較的近接してシイ類(クリ一一シイ属 マテパシイ属)やカシ類(コ

ナラ属アカガシ亜属)，エノキ属ームクノキラマツ属複維管東軍属などを要素とする森林が分布してい

たものと推定される。イネ属型の増加に伴って，シイ類(クリ シイ属 マテパシイ麗)が減少して

いることから，この時期にはシイ林を切り開いて永田が拡大されたものと推定される。

中世・近世以降は，イネ科を主にヨモギ属，カヤツリグサ科，アブラナ科，セリ科などが生育し，

水田を主とした農耕地が広く分布していたものと推定される O 森林植生としては，シイ類(クリ シ

イ属 マテパシイ属)やカシ類(コナラ属アカガシ主主麗〉などの照葉樹が，諒林の状態かやや遠方に

森林として分布していたと考えられる。
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における莞粉分析結果(1) 原の辻遺跡(河川地区)表 1

樹木花粉
マキ震
モミ属
トウヒ属

マツ属複雑管東互主属

スギ
イチイ科←イヌガヤ科ヒノキ科
ヤマモモ属
ハンノキ属
カノマノキ属

ハシバミ良

クマシデ属ーアサダ

クリーシイ属一マテパシイ属
ブナ属

コチラ属コチラ蛮属
コナラ属アカガシ強震
ニレ属ーケヤキ

エノキJ三重一ムクノキ
アカメガシワ
サンショウ属

キハダ腐
ウルシ属

モチノキf選
カエデ属
ブドウ属

ツバキ属
グミ属

ハイノキ属
モクセイ存}

ニワトコ属ガマズミ属
マンサク科

スイカズラ

・革本花粉
クワ手'1-イラクサ1'4
ノfラ孝三↓

ワコ

Ej主

Arboreal pollen 
PodocarPlお
Abies 
Picea 
Pin削羽生許認.lJiρlo:>，ylon 
CrVlうtomeriajaponica 
Taxaceae-CephaJotaxaxeae.-Cupressaceae 
lVlvrica 
A[nus 
Betula 
Corylus 
Carpi見us'Ostlya j.どlponlca
Castanea crenata-Castanojう'5i弘、-Pa5ania
Fagus 
QuerτU5 subgen. Leρidobala1'lus 
Que汽 ussubgen. C:';τlobaよano)りsis
Ulmzβ • Zelkova sen-ata 
CeltisAρhananthe astera 
l1Iallotus j~ρOtllC出
Zanthoめ'lllm
Phellodendmn 
Rhus 
Ilex 
Acer 
Vitis 
Cυ抑zctli.a
Elaeag河us
Symjウlocos
Oleaceae 
設unbucus"Vibunwm 
Hamameridaceae 
Lo日lcera

Arborea 1-N onarboreal pollen 
Moraceae .Urticaceae 
Rosaceae 
Araliaceae 

Nonarbore呂1pollen 
TytJw 王争arganium
Sagittaria 
Gramineae 
Olyzaち!te
Cyperaceae 
Aneilema keisak 
f1ilonochona 
Polygonum sect.‘ fう'2i吉icaria
Rumex 
Chenopodiaceae-Amaranthaceae 
Caryophyllaceae 
NUlうhar
Ranunculus 
Crucifεrae 
SangU1:'iorba 
Amρeuψsis bJ官1)かedunculala
じれ1belliferae
SU!ertia-Tripteroゆermum-Gentiana 
So1丘naceae
Lactucoideae 
Asteroideae 
Xanthium 
AJ1ernIsia 

p、己rnspore 
Monolat己 typespore 
Ce la topteris 
1、rilatetype spore 

Arboreal pollen 
Arbor己目1・Nonarboreal pollen 
Non註γborealpollen 

Tota! pollen 
むnkuovvnpollen 

Fern spore 

Helminth eggs 
lJichuris 
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原の辻遺跡(河川地区)における花粉分析結果(2)

名

樹木花粉
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ツ
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モクセイ手守 5 
ニワトコ属ーガマズミ属 l 
マンサク手~ 1 
スイカズラ属 1 1 1 1 

Arboreal • N onarboreal pol1en 樹木・革本花粉
孔10race呂eUrticaceae クワ不↓イラクサ草寺 11 6 3 
Rosaceae ノfラ不斗 2 4 
Araliaceae ウコギf} 2 

Nonarboreal pollen ;/手本花粉
T~ρha-SþaJ)伊丹抑制 ガマ属一ミクリ属
Alisma サジオモ夕、カ属
Sagittm7a オモダカ属
Granlineae イネ幸三十
Oryza t}1Je イネ属裂
Cyperace呂巴 カヤツリグサ手L

Aneilema !?eisa!? イボクサ
Monoch01匂 ミズアオイ属
Polygo刀umsect. Persica河辺 タデ属サチエタデ節
Rumex ギ、シギシ属
Chenopodiaceae-Amaranthacεae アカザ 科ヒユ科
Caryophyァllaceae ナデ、シコ科
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Ranunculus キンポウゲ腐
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Valerianaceae オミナエシ科
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Xanthium オナモミ属

ヨ

ン

11 10 

IX 
8 9 

8 

6 7 

7 

5 

C 
4 つ、J2 1 名手口

君芋類

Q
U
Q
/
4
1
1
 

1 
J 

3 

ヲ 1
1 1 
1 4 

58 58 36 51 30 43 30 28 34 

つ似つ
μ
1
S
A
p
h
りつ
μ

1 

τ
i
G《り

τ
i

1
i
ハり

-
D
q
δ

Q
U

市

1

1 

2 

8 

ー

ム

ウ

4
5

3 

戸
/

d

d
各

1 
2 107 160 

3 
4 
14 
2 
11 

1 
17 

16 

つ、3

1 

14 
4 

q
U
1
i
1ム

2 

14
に
d

Q

O
月

14

τ
i

守

i

1
 

0
0
 

4 

2 

2 

1 
1 

29 

1 

2 

可

a
A
A
A
I
守

g
A
曾

g
A

ー

2 

1 
2 

'
i
守

i
を
eea--
ウ
4

1 

20 

1 

つ
“ 

2 

A
体

ム

内

/
μ
t
S
4

2 

9 

つ

1 

4
3
2
1
 

1 
3 
1 
3 

60 100 

戸ぺ
J

一
ρ

りつ
ω
f
o

-g品

3 

19 

2 

232  4 
138 149 143 147 129 135 105 
19 6 32 18 3 20 19 
30 27 30 21 20 20 21 

1 
;} 

6 
12 

う
ん
u
q
L
q
L

4 

2 

3 

30 

14 
2 

1 
4 

29 
1 

つ

リ

什

J

A
は
T

マ
ょ
っ
釘

t
i

i 

1 

1 

1 
96 

A
a
a
-
-
6
2
 

1
1
 

7 

3 

1 

1 
1 

12 

12 

2
3
1
7
 

A
せ

6
6
1
6
 

ー

1 
1 

1 
1 

ワ
U

3
・1
Q
υ

1 

2 
B 

1 

9 
つ

1

1

4
斗

B
A
-
-
A

にひ9a 

1
2
ウ
4
1
i
屯

i

サ
ム

2 
22 

2 

') 

8 

0
0
1
e
A
1
1ム
ワ
ム

2
1

14 

今

、〉

つ
“ 

28 

;-¥6 

2 

2 

の
ノ
日
明

1
1
A
1
2
A
守
aA

2 

13 

4 

6 

-
A
1
i
q
d
 

つJ

4
5
1
4
 

内

L

6 
1 

A
斗

τ
y
a
ワ
u
I
p
e
&

2 
6 

ウ

d
宅

g
A

4 
2 

イヌヌゲヤ手ヰヒノキ手斗

企こシ
てr

Arboτeal pollen 
POどlocartうus
Abi，ιQ 
Tsuga 
Pim品 subgen.Dか10.λ~vl{)n
Cη1)to狩zeriajapo.nica 
T出 acea巴uphalo包X出 eae-u耳J1'尚治佼舵

，叱yrzca

Plaかcaryastrobilacea 
Alnus 
Betula 
Cartinus-OstJya jaρom:ca 
C:astanω c7古河ata-Castanolうsis-Pasania 
Fagus 
Quercus subgen. Leρidobalal1ltS 
Q討ercussubgen. Cyclob如al如dω仰?刀町仰u附砂oゆJψ桝lρム針う弘h、5号引4悶S 

乙UI仇?丹7n児包z附4時S一Zel，必'!?ovasε臼?

Celti九:弘s Aρhm多幻zaω安河zt.幼heasゆρεra d 

乏2忌z幻thoxむ~v11lロ?刀

Rhus 
Ilex 
Jlcer 
Vitis 
Co.mellia 
Elaeagnus 
ミvmρloco.s
Oleaceae 
Sa刀zbucus 予'iburnu丹Z

Hamameridaceae 

うま

表 2

8 

つ
】

52 

/ 

1 

1 

3 20 21 

8 164 2J9 
1 29 18 

10 198 166 
19 :391 403 
25 4  
4 27 29 

12 

7 4 2 2 8 16 
ミズワラビ 1 
三条滋胞子 4 18 10 9 18 9 19 

樹木花粉 94 89 109 111 143 134 152 
樹木・革本花粉 11 8 4 4 9 30 19 
宗本花粉 287 283 288 286 224 253 211 

花粉総数 383 380 40] 401 376 417 382 
米両定花粉 5343372  

シダ核物胞子 8 21 12 17 35 16 27 

寄生虫部
有更.'1VW>J

マンソン裂頭条虫卵
不明虫卵

8 

4 

7 

‘〉

Fe下nspore 
主主onolatetype spore 
Celatopteris 
Trilatεtype spore 

Arboreal pollen 
Arboreal-N onarboreal pollen 
Non註rborealpollen 

1、otalpollen 
pollen 

E竺立笠竺王立
Helminth eggs 

Trichuris 
D会台hylおおthoriummansoni 
u河!?J訂?lCn



F

)

/

イ
嵐

1
7
Mア
パ
シ
イ
腐

• 嗣岨置 同 開園 剛院 聞副 同開
踊圏直 陣 圏 醐 問m

陣 闇値 同 圃圃圃闘園周日 間
田園 国 闘繍 間 圃闘. 圃 同

輔 鴫..司同時戸帽・0神崎柑帯"噌酔酬院凶肉...陶輔司州制御輔匂噌刷、。神 柑悼 』邑 H w~ _~ 喝寸砂 時 百峰崎場刈伊噸軸下嗣4・ h刷澗桝州、...幽噂雌岨開即断開押噌向嶋崎伺跡噌同月明亭岬栴..明州島噌伸明酬 司銅 ..  副 削除岨 揖醐 M '"~_刷 イゐ 但P司副 '駅周押輔輔副島崎亭同帽 ..  陣噸崎・晶幽惨禍 -~~，・ 削剖聞配 布 由回骨同 4・ 削除肉声.'網晴

間 匝 闘E 掴闘

ヨ
モ
ギ
間
関

キ
ク
褒
科

タ
ン
ポ
ポ
凝
料

ナ
ス
科

ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
腐

l
リ
ン
ド
ウ
繍

セ
ン
ブ
リ
嵐

i

t

リ
科

ノ
ブ
ド
ウ

ワ
レ
モ
コ
ウ
溺

ア
ブ
う
ナ
料

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
嵐

コ
ウ
ホ
ネ
風

ナ
デ
シ
コ
科

ア
カ
ザ
科

i
ヒ
ユ
科

ギ
シ
ギ
シ
燐

ダ
ヂ
嵐
サ
ナ
エ
タ
ヂ
節

ミ
ズ
ア
オ
イ
瀦

イ
ボ
ク
サ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

削
指繍ヰイーロ

イ
ネ
科

オ
モ
ダ
カ
腐

ガ
マ
腐

l
ミ
ク
リ
様

ウ
コ
ギ
科

パ
ラ
科

ク
ワ
科

i
イ
ラ
ク
サ
科

ス
イ
力
ズ
ラ
嵐

マ
ン
サ
ク
料

ニ
ワ
ト
コ
嵐
!
ガ
?
ズ
ミ
腿

モ
ク
セ
イ
科

ハ
イ
ノ
キ
腐

グ
ミ
縄

ツ
バ
キ
嵐

ブ
ド
ウ
勝

カ
エ
デ
嬢

モ
チ
ノ
キ
腐

ウ
ル
シ
繍

キ
ハ
ダ
嵐

サ
ン
シ
ョ
ウ
鱒

ア
カ
メ
ガ
シ
ワ

エ
ノ
キ
勝

i
ム
ク
ノ
キ

日
一
レ
嵐

l
ケ
ヤ
キ

コ
ナ
ラ
腐
ア
カ
ガ
シ
波
風

コ
ナ
ラ
演
コ
ナ
ラ
議
嵐

プ
ナ
腐

務
本
務
粉

樹
木
鴻
粉

.9 

-10 

・1

横
主主
総
状

cmU君。一
10 

1b I・2
2. 

2がl・4
2b I・5

100 I~ベ

..3--1・6

一一6 

4b 

E呈

5b 

lb 

4. 

3b 

5b 

cm 
0-

50 

50 

150 

ト四来満
(J 50% 

100% 50 

(花粉総数が基数)CD5~における花草分ダイアグラム原の辻遺跡(河川地区)， 間 1



問削 圃圃闘 同 同 岡闘 同 圃 圃圃闘圃闘醐

同 山 -・圃圃 拠 開 同 闘 除 聞闘圃圃・圃

岡剛 闘園田 山 臨 同 嗣属 闘圃幽

町骨闘掴嘩司幅削咽陪酬岨..伽哨栴"司..  伺骨幽_.世帯同州骨明凶・ーー ー同..、情 ..ゆ 伽抱岨坤制司桐榊明朝樹齢的噌噂帽剛鴫宇和島--・・ W 副M崎陣掛詞喧暢 旬、.‘ 劇画恥 ー岨副 ~~.... 帽噌恥幡個 .叫掴副 幽頃 嗣骨神棒切‘咽4見帽暢ぜ晴..帽岡崎附飢却司今W 噌噌糊開祖帽唱曲 嶋 崎 油 柑 唱 嶋崎助制

---輔噛 巴“ ・ーマ 個・幽噸場"・・件

同 岡田開 陣圃厩 同 岡田 国 同 闘 同 同園醐圃醐

同 掴鵬 国 回 開 圃 醐 開 醐闘

同 閣 制
圃圃圃聞圃 r 巴 躍

圃闘圃闘圃鵬闘
陣鵬

同 圃闘 開 岡崎 個個 聞鴎 同

圃圃 開 開 回 回 圃 同雌
~~~~ 

ヨ
モ
ギ
繍

重罪本花粉

オ
ナ
モ
ミ
旗

キ
ク
凝
科

タ
ン
ポ
ポ
麗
科

オ
ミ
ナ
エ
シ
科

オ
オ
バ
コ
薦

オ
ギ
ノ
ツ
メ

セ
リ
科

ア
カ
パ
ナ
科

ノ
ブ
ド
ウ

ア
ブ
ラ
ナ
科

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
瀦

コ
ウ
ホ
ネ
線

ナ
ヂ
シ
コ
科

ア
カ
ザ
科
1
ヒ
ユ
科

年
シ
ギ
シ
腐

タ
デ
腐
サ
ナ
エ
タ
デ
鰍

ミ
ズ
ア
オ
イ
郷

イ
ポ
ク
サ

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科

ロイネE諸君型
イ
ヰ
科

オ
モ
ダ
カ
瀦

サ
ジ
オ
モ
ダ
カ
嵐

ガ
?
随

i
ミ
ク
リ
腐

ウ
コ
ギ
科

パ
ラ
料

ケ
ワ
料
1
イ
ラ
ク
サ
科

ス
イ
カ
ズ
う
瀦

?
ン
サ
ク
科

ニ
ワ
ト
コ
燦

l
ガ
マ
ズ
ミ
獄

モ
ク
セ
イ
科

ハ
イ
ノ
キ
腐

グ
ミ
溺

ツ
パ
キ
鑓

ブ
ド
ウ
腕

力
エ
ヂ
麟

モ
チ
ノ
キ
腐

ウ
ル
シ
腐

サ
ン
シ
ョ
ウ
腐

エ
ノ
キ
瀦

l
ム
ク
ノ
キ

ニ
レ
瀦
|
ケ
ヤ
キ

コ
ナ
ラ
繍
ア
カ
ガ
シ
蔑
腐

コ
ナ
ラ
路
コ
ナ
ラ
盛
岡
刷

ブ
ナ
嵐

樹木花粉

タ
ワ

l
シ
イ
瀦
!
?
ヂ
パ
、
ン
イ
燭

ク
マ
シ
ヂ
騎

l
ア
サ
ダ

カ
バ
ノ
キ
臆

ハ
ン
ノ
キ
繍

ノ
グ
ル
ミ

ヤ
マ
モ
モ
廊

イ
チ
イ
科
イ
ヌ
ガ
ヤ
科

i
ヒ
ノ
キ
科

ス
ギ

マ
ツ
瀦
繊
維
倒
閣
議
獲
購

ツ
ガ
欄
腕

モ
ミ
潟

マ
キ
騎

シ
ダ
植
物
胞
子

藤
本
花
粉

樹
木
花
粉

柵
慨
戎
校
状
閣制

。一円一「

1 ・1
I 5 I・2
ト

50-1 6 1.3 

-

50-

Y.2 ごコ"i・6

Y.3.1・7
100-1 Y.3叫・8

.4 

Y.1141T5 

Y.3d189 

cm 
0一円一…-

J

印
仏

jil--

ト1州満?， ! I ! ， 1 ， 1開

(花粉総数が基数)C 7・8区における花粉ダイアグラム原の辻遺跡(河川地区)，関 2

1日O喝50 。
白γ:3e].1 

150-





II.原の辻遺跡(河川地区〉における纏物珪酸体分析

1 .はじめに

植物珪酸体は，植物の組組内にガラスの主成分である珪酸 (Si02) が蓄積したものであり，植物が

枯れたあとも微化石(プラント・オパール)となって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分

析は，この徴化石を遺跡土壌などから検出する方法であり，イネをはじめとするイネ科栽培植物の再

定および古植生・吉環境の推定などに応揺されている(杉山， 1987) 0 また，イネのj員長を検討するこ

とで理蔵水田跡の検証や探査も可能である(藤原・杉山， 1984) 0 

2 .試料

分析試料は， C 7・8区の 4層から y-3 e層までの麗準から採取された10点である。試料採取笛所

を分析結果の摸式柱状図に示す。これらは，花粉分析(第 I章)に用いられたものと同一試料である G

3 . 分析法

植物珪酸体の抽出と 拭，プラント・オパール定量分析法(藤原， 1976) をもとに，次の手JI漬で

1Tった。

1)試料を1050

Cで24時間乾燥(絶乾)

2)試料約 1gに対して直径約40μmのガラスビーズを約0.02g添加

(電子分析天秤によりO.lmgの精度で、秤量)

3 )電気炉灰化法 (550
0

C・6時間)による説有機物処理

4 )超音波水中照射 (300W・42KHz・10分間)による分散

5 )沈底法による20μm以下の微粒子除去

6 )封入車J(オイキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数。

間定は，イネ科植物の機動縮抱に由来する植物珪離体をおもな対象とし， 400倍の保光顕徴競下で行

った。計数は，ガラスビーズ偶数が400以上になるまで行った。これはほぽプレパラート 1枚分の精査

に相当する。試料 1gあたりのガラスピーズ錨数に，計数された植物珪欝体とガラスピーズ個数の詑

率をかけて，試料 1g中の種物珪酸体{冨数を求めた。

また，おもな分類群についてはこの舘に試料の仮比重と各積物の換算係数(機動細胞珪酸体 1偲あ

たりの植物捧乾主主，単位:10-5 g) をかけて，単栓麗積で層淳 1cmあたりの植物体生産量を算出し

た。イネ〈赤米)の換算係数は2.94，ヨシ属(ヨシ)は6.31，メダケ節は1.16，ネザ-lf節は0.48，ク

マザサ属(チシマザ、サ節・チマキザサ節)は0.75，ミヤコザサ節は0.30である。

-56一一



4.分析結果

(1)分類

分析試料から検出された植物珪援体の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量

を行い，その結果を表 1および密 1Vこ示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科)

機動縮抱由来:イネ，キピ族型，ヨシ属，ウシクサ族型，マコモ属

穎の表皮細臨由来:オオムギ族(ムギ類)

〔イネ科タケ亜科〕

機動細胞由来:メダケ節型(メダケ属メダケ第・リュウキュウチク節，ヤダケ)議)，ネザサ節型(お

もにメダケ属ネザサ長官)，クマザサ属型(チシマザサ節やチマキザサ節など)， ミヤコザサ節型(おも

にクマザ、サ属ミヤコザサ長官)，未分類等

〔イネ科その他〕

表皮毛起諒，捧状珪酸体(おもに結合組織細胞由来)，未分類等

〔樹木〕

ブナ科(シイ屠)，クスノキ科，マンサク科(イスノキ属)，その他

5 .考案

(1) 稲作跡の検討

水田跡(稲作跡)の検証や探査を行う;場合，一般にイネの横物珪酸体が試料19あたりおよそ5，000

個以上と高い密度で検出された場合に，そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。ま

た，その層にイネの索度のピークが認められれば，上層から後代のものが混入した危険性は考えにく

くなり，その層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。以との判断基準にもとづいて

稲作の可能性について検討を行った。

C7・8区の 4屠(試料りから Y-3 e 層(試料10) までの層準について分析を行った。その結

果， Y-3b層(試料8)をi徐くすべての試料からイネが検出された。このうち，弥生時代前期末~中期

言言葉とされる河道堆覆層下部のY 3 d層(試料 9)と y-3 e層(試料10)，および弥生時代中期とさ

れる河道堆積留の Y-2麗(試料引では，密度が2 ， 900~4 ， 400鱈/g と比較的高い鎮である O このこと

から，当時はこれらの河道関辺で稲作が行われており，そこから侍らかの形で河道内にイネの積物悲

酸体が混入したものと考えられる。

弥生時代後期~吉墳時代初頭とされる Y-1麗(試料 5)および中世・近世以捧とされる 6層(試料

3 )では，密度が2，900額/gと比較的高い鎮であれ明騒なピークが認められた。したがって，これ

らの層の時期に調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていたものと考えられる O その{琶の屠では，

密度が1，000鱈/g前後と抵い値である O イネの密度が低い原因としては，①稲作が行われていた期間

が短かったこと，②土罷の堆積速度が速かったこと，③洪水などによって耕作土が流出・流入したこ

り7



と，④採取地点が畦畔など耕作面以外であったこと，⑤稲藁が耕作地以外に持ち出されていたことな

どが考えられる。

(2) イネ科栽堵植物の検討

植物語酸体分析で詞定される分類群のうち栽培植物が含まれるものには，イネ以外にもオオムギ族

(ムギ類が含まれる)，ヒエ属翠(ヒエが含まれる九エノコログサ属型(アワが含まれる)，ジュズダ

マ属(ハトムギが含まれる)，オヒシパ属型(シコクビエが含まれる)，モロコシ属型などがある O こ

のうち，本遺跡の試料からはオオムギ按が検出された。

オオムギ族(穎の表皮細胞)は，弥生時代中期とされる海道堆積層の Y~2 層(試料 6 )から検出さ

れた。ここで検出されたのは，ムギ類(コムギやオオムギなど)と見られる形態のもの(杉山・石井，

1989)である O 密度は7001麗/gと低い鎮であるが，穎(籾殻)は栽培地tこ残されることがまれである

ことから，少量が検出された場合でもかなり過大に評価する必要がある。これらのことから，当時の

河川周辺では，ムギ類が栽堵されていた可能性が考えられる O

イネ科栽培植物の中には未検討のものもあるため，未分類等としたものの中にも栽培種に由来する

ものが含まれている可能性が考えられる O これらの分類群の給源植物の究明については今後の課題と

したい。

(3) 植物珪酸体分析から推定される植生と環境

土記以外の分類群では，全体的に捧状珪酸体が比較的多く検出され， Y -3 e層から Y-2震にかけて

はヨシ属なども少量検出された。また，クスノキ科やマンサク科(イスノキ属)などの樹木起源も少

量検出された。 I爵より上位では，メダケ蔀型やネザ、サ部型，クマザ、サ属型，ミヤコザサ節型などが検

出され，樹木起源は減少している O おもな分類群の控定生産量によると， Y-2層より下位ではヨシ

属， 1 揺より上位ではメダケ節型が優勢となっていることが分かる。

以との結果から，弥生時代前期末から弥生時代中期にかけての調査地点は，ヨシ属などが生育する

湿地的な環境であったと考えられ，周辺にはクスノキ科やマンサク科{イスノキ麗)などの照葉樹林

が分布していたものと推定される O その後，弥生時代後期~古墳時代初頭とされる I層の時期には，照

葉樹林が減少して，メダケ蔀などのタケ・ササ類が多く見られるようになったものと推定される。

6. まとめ

分薪の結果ラ弥生時代語期末~中期言言葉および弥生時代中期とされる河道堆讃!脅からは，イネの植

物珪酸体が比較的多く検出され，これらの河道局辺で水田稲作が行われていた可能性が認められた。

また，弥生時代後期~吉墳時代初頭および中世・近世以降とされる土層でも，水田揺f乍が行われてい

た可能性が認められた。さらに，弥生時代中期とされる汚道関辺では，ムギ類の栽培が行われてし

可右自主も言忍められた。

58 



弥生時代前期末から弥生時代中期にかけての調査地点は，ヨシ属などが生育する湿地的な環境であ

ったと考えられ，周辺にはクスノキ科やマンサク科(イスノキ属)などの照葉樹林が分布していたも

のと誰定される。

参考文献

杉山宴二(1987)遺跡調査におけるプラント・オパール分析の現状と問題点，樟生史研究，第2号， p.27-37. 

杉山真ニ・石井克己(1989)群馬県子持村， FP宣下から検出された灰化物の植物珪酸体(プラント・オパ

~Jレ)分析.日本第四紀学会要旨集， 19， p.94-95. 

藤原宏志(1976) プラント・オパール分析法の基礎的研究(I) 数穣イネ科栽培植物の詰酸体標本と定量分

析法 .考古学と自然科学， 9， p.15-29. 

藤嘉宏志・杉山真二(1984)プラント・オパール分析法の基礎的研究 (5) プラント・オパール分析による

水田祉の探査 .考古学と自然科学， 17， p.73-85. 
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植物珪酸体の顕微鏡写真(倍率はすべて400倍)

No 分 類 群 試料名

1 イネ 5 

2 イネ(側面) 9 

3 オオムギ属(穎の表皮細胞) 6 

4 ヨシ属 6 

5 メダケ第型 4 

6 ネザサ節型 4 

ミヤコザ、サ節型 4 

8 産状珪援体 6 

9 プナ科(シイ属) 1 

10 クスノキ科 6 

11 マンサク科(イスノキ属) 5 

12 海綿骨針 8 
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III.原の辻遺跡(河川地区)出土木材の樹種間定

1 .試料

試料は，河}I!地区C7区の 5b 層から出土した木材である O

2.方 法

カミソリを用いて，試料の新鮮な基本的三断面(木材の接断頭，放射断面，接線新富)を作製し，

生物顕微鏡によって60~600倍で観察した。樹種同定は，解剖学的形質および現生標本との対比によっ

て行った。

3 . 結果

分析の結果，プナ科のツブラジイ(Castanopsis cuspidata Schottky)と同定された。以下に同定

根拠となった特撮を記す。

横断面:年輪のはじめに中型から大型の道管が，疎に数列配列する環孔持である。晩柱部で小道管

が火炎状に配列する。放射組織は，単列のものと集合放射組織が存在する。

放射醗面:道管の穿孔は単穿孔で，放射組織は平伏細胞からなり， r日1性放射組織型である。

接線断面:放射組織は骨性放射組議室で，単列のものと集合放射組織が存在する。

以上の形質よりツプラジイに同定される。ツプラジイ辻関東以南の本チ1'1，呂田，九1-1'1に分布する。

常緑の高木で，高さ20m，径1.5mvこ達する。照葉樹林の主要構成要素の一つである。材は樹朽性，保

存性低くラ建築材などに用いられる O

参考文献

佐伯浩・露出活(1985)針葉樹材の細抱.木材の構造，文永堂出!与し P.20~48. 

佐伯活・諒凶器(1985)広葉樹材の細胞.木材の構造，文永堂出版， P.49~ 100. 

-~67 





N.原の辻遺跡(河川地区〉における放射性炭素年代測定結果

1 .試料と方法

試料名 地点・層準

ぬ 1 C 7区， 5 b 

2.灘定結果

試料名

No. 1 

1) 14C年代j期定値

14C年代

(年BP) 

3020土50

種類 前処理・調整

木材、 酸アルカリ援洗浄

(ツプラジイ) ベンゼン合成

δ13C 補正日C年代

(弘年BP) 

-29.3 2950:::t50 

密年代

交点(1σ)

BC1135 

(BC1250~ 1045) 

部定法

β線法

測定No.
(Beta-) 

105078 

試料の14C/12C比から，単純に現在(1950年AD)から何年前 (BP)かを計算した額。 HCの半減

期は5，568年を用いた。

2 )δ13C測定額

試料の測定14C/12C比を補正するための炭素安定問位体比(13C/12C)。この値は，標準物質(PDB)

の同位体上七からの千分偏差( )で表す。

3 )補正14C年代値

δ13C溺定詰から試料の炭素の同{立体分別を矢口り， 14C/12Cの灘定値に補正舘を加えた上で算出した

年代。

4 )潜年代

過去の宇宙隷強震の変動による大気中14C濃震の変動を補正することにより算出した年ー代(西鷺)。

捕正には年代既知の樹木年輪の14Cの詳騒な溺定程を箆吊した。この播正iま10，000年BPより古い試

料には遺摺できない。暦年代の交点とは，補正14C年代値と暦年代補正曲線との交点の麗年代橿を意味

する。 1σ は祷正14C年代値の偏差の幅を補正曲線に投影した暦年代の揺を示す。したがって，複数の

交点が表記される場合や，複数の 1σ{直が表記される場合もある。
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発刊にあたって

本書は，幡鉾}I1流域総合整鯖計画に係るi播鉾J!Iの改静工事に持って，平成6年震か

ら8年度にかけて実施した原の辻遺跡の緊急発掘調査報告書です。

原の辻遺跡の調査においては，現在の河川敷のなかに弥生時代から古墳時代前期に

かけての!日河道が数条確認されました。その中の一つの弥生時代中期の河道からは，

日本初例のココヤシ製の富が出土して話題になったことを櫛存じの方も多いと思われ

ます。この河道の中からは，おびただしい数の弥生土器に伴って，朝鮮半島系の土器，

青銅製の細形銅剣，石製の柄飾，各種の木製品など貴重な品々が出土しました。

原の辻遺跡は，重要遺跡として平成 9年 9月2日に関の史跡指定を受けました。現

在ヲ遺跡整額委員会において遺跡の保存と活用を図り，将来に缶えるための検討がな

されています。

壱岐には，現在全毘的に注目されている原の辻遺跡のほかに著名な弥生時代の遺跡

として勝本町のカラカミ遺跡，郷ノ諾町の車出遺跡等が知られ，また260基を超える数
そうろく

の古壌があります。県内最長の双六古填や奈良県の藤ノ木古墳に匹敵する馬具類を出

土した笹塚古墳，全i君で12番目に長い横穴式石室をもっ鬼の窟吉墳など，援れた文化

財と歴史資料を保有している島といえます。

これらの豊かな遺跡や文化封を護り，将来に伝えていくのは現在に生きている私達

の努めであり，地域住民の方々のご理解とご協力をいただきながら，文化財保護担当

部局と開発部局との綿密な連絡謡整を行っていかなければならないと考えています。

今回の原の辻遺跡で行われた発掘諒査成果が，学信的資料として活用され，文化財

の愛護に役立つことを念じて刊行のあいさつといたします。

平成10年 3月31[J 

長崎県教育委員会教育長 中 川 lh 
dじρ
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2.本書に収録した遺跡、は長崎県壱岐郡芦辺町深江鶴亀触字JII原畑および不篠に所在する。

3. 本書~;:J:，当該調査に係る報告書二分罷の内の下巻である。

4.本書の執筆と編集は，宮崎が担当した。

5.本書関係の出土遺物と額面および、写真、類は，現在，長崎県教育庁原の辻遺跡謂査事務所に保管さ

れている。
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1 . 遺物

平成 6年度から平成 8年震にかけて実施された橋鉾JII改修工事に伴う緊急発掘調査によって，コン

テナー約 450箱分の遺物が出土した。遺物で最も多く出土したのは弥生前期から古墳時代前期の土器

で，次に出土量の多い石器，その他に金属器，木製品，菅P角器ヲ土製品・石製品，自然遺物がある。

各項呂ごとに取り上げて，説明を行う。

(1)土器

① 1号IB1可道土器溜出土土器(第14園~第19図)

1 ~30は撃である。 1 ~4 は，鋤先形口縁の撃で 4 は口縁下に三角突帯を l 条もち 3 と 4 は月間

部が丸く張りを有する。 1• 3は， ij台土に金雲母を含み，須玖II式吉段階の奮である。 1がVI!語下部

の他は， VI層出土である。 5は，口績が逆L字形に折れ，外方端部を尖りぎみにおさめるが，口縁下

方が丸みをもって巻き込むよう在処理をしてあり，朝鮮半島系の擬無文土器の系譜をヲjく翠かもしれ

ない。金雲母を含まない。 VI層出土。 6は，短い口縁がI勾湾ぎみに折れて，内方を面取りしたように

平坦になっている。胎土に金雲母を合む。 VI層出土。れま!ト形斐で，口縁が「く jの字形にタト反し

て 2孔の穴がみられる。内面にまで媒が付着している。 VI層下部出土。 8は，口縁が大きく内湾岸ず

る大形聾破片である。 VI層下部出土。 9~21は，丹塗の歪である o 9 ~12は小形の聾でヲいずれも金

雲母を含む。 9，11・12はVH吾下部出土。 11はVII層出土。 13は，鋤先形の護で，飴土に金雲母を含むo

VI層出土。 14は，口縁下に三角突帯を l条もち， ij台土に金雲母を含む。 VII層出土。 15~20は，鋤先形

口縁の警でlW'f:突帯をもつものである。 17から20は，端部に刻弓を施している。 20以外は，飴土に金

雲母を含む。 18がVI層出土のf患は， VII震から出土している。 21は，跳ね上げ口縁の護片で， Vl揺出土。

22・23は，跳ね上げ口縁の警で， ij台土に金雲母を含まない。 22はIV層， 23はVIl書出土。 24は張りを調

部仁半にもつ警で，口縁が内湾ぎみに折れ曲がり，端部を肥淳して丸くおさめている。 胎土に絹雲母?

を含んでいる。 VI層出土。 25は，薄手っくりの斐で， LJ縁が逆L字形に折れ曲がり，端部を摘みぎみ

におさめている O 腕部外面は横{立にミガキを施している。灰白色ぎみの色調で，胎土に石英・長石・

黒褐色砂粒を含む。瀬戸内系の婆であろう。 26~30は，朝鮮半島系の影響をもっ翠で，回転台を使患

していないのでいび、つででこぼこしたっくりであるが，外面にハケ調整を施すなど折衷的な様相をも

っている。いずれも，胎土に金雲母を含んでいない。 26・30がVI層， 27がVIJ書下部， 28・29がVll層か

ら出土している o 31・32は，警の蓋であるο32は， H台士に金雲母を含む。 32拭VI層， 31はVlI層出土。

33~56は，壷である。 33~37は，鋤先7f~口縁の広百査で， 36・37は丹塗壷である o 34は，口議端部

に刻目を施している。 37は飴土に金雲母を含む。 36がVI層下部， 35がVI層下部~持層， 33.34がれi麗

出土で， 37は壁面出土。 38~42は，北部九州東部地域系と考えられる壷である。 35は，多条のM字突

帯を施す丹塗壷で，口縁上方に泣円形浮文を貼りつける。灰揖色の色調で，日台土に長石を多く含んで、

いる o VI)冨出土。 39は，外湾ぎみに広がる頚部から水平方向に口縁は毘曲している。 結土にはわずか

に金雲母を含んでいる。 vn露出土。 40~42は，娼頚の錘先日縁壷で， 40は部分的に丹塗が残る。 40は

一-1 
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飴土tこ金雲母を含む。 42はVlf:吾・ VI層ー下部， 40・41はVII層出土。 43は，いびつなっくりの丹塗壷であ

る。』こぶし￥黄笹色の色調で，Jjt土に石英・長石・角関石・赤色砂粒を含む。譲無文土器の系統の可龍

牲をもっ。 VIJ喜出土。 44は，単口縁の広口丹塗査である。月合土tこ金雲母を含む。 VlI層出土。 45は，台

付で二つの注口をもっ丹塗豪である。 日合土に金雲母を含む。 VI層と部出土。 46~48は，小形の丹塗寵

であるo 46は有蓋壷で，口縁に穿子しがみられる o 47は注口を付けていたようだが，はげ蒸ちた部分を

みると穴が貫通していない。 46・48は胎土に金雲母を含む。 47・48はVI層下部， 46はむi層出土。 49・

ミLf9

64 

65 

62 63 

o 20cm 
ドー~一一T

第 s国 1号IB河選勝土器i留出土土器$
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50は北部九十1'1東部地域系と号、えられる丹撃の長頚壷である O 口縁下に三角突帯を付げている。両者と

もに睦土に金雲母を含まず， IV層出土。 51~56は，袋:伏口緩壷である。 51は，縮長い頚部で黒塗の可

能性をもっている O 長;士:は灰自色の色調で，石英・長石を含んでいる。 VI層下部出土。 52・54は突帯

をもたない丹塗の長茸i;奇である O 両者ともに胎士jこ金雲母を含む。 54はVI層下部出土。 52はVII層出土。

53・54はM字をもっ丹塗の長頚壷である。 両者ともに胎土にわず、かvこ金雲母を含み， VI層出土。 56は，

短頚の丹塗壷で，わずかに丹塗りの痕跡がみられる。飴土に金雲母を含み， vn再土部出土。

57~59は，鉢である。 57は，椀形の丹塗鉢で飴土に金雲母を含み， VH吾下部出土。 58・59は手づく

ねの小形鉢で，両者ともに胎土に金雲母を含まない。 58はVII雪下部， 59はVIA湾出土O

60~65は，丹塗高杯である。 60 ・ 61は鏑先形の口縁の高杯で， 61は長めの口縁で揺音sを尖りぎみに

おさめている。箆部と杯部との境界にはM字突帯を付けている。 61は飴土に金雲母を含み，ともにIV

j書出土。 62~65は詩部部分である o 64・65は小形品で，胎土?こ金雲母を含む。 62・64はVI屠， 63・65

はVII罵出土。

② 1号!日可道包含揮出土土器(第151函~第25国)

1 ~26は，翠である。 1~3 ・ 14 ・ 15は鋤先形口縁の霊で，口縁下に突帯をもたないものである O

1と2は鋼部に張りをもち 2は口縁の処理の仕方そみると朝鮮半島系の蕗響争受けた可能性をもっ

ている O 両者は飴土に金雲母を含み， V層から出土している o 3・14・15は，小形の警である。 3は

身が浅い鉢状の撃で，外面白こ;楳が付着している o 14・15は，口縁端部を尖りぎみにおさめるもので，

15の外語にはべったり媒が付着している。いずれも，飴土に金雲母を含み， 14・15はV層 3はVI層

出土。 9~13は，口縁下に突帯をもっ錫先形口縁の警である。 9 ・ 10 ・ 12は胎土に金雲母を含み， 11 ・

13は金雲母を含んでいない。し寸ヱれも V層出土で、ある o 4~8 拡，口縁が屈曲して端部を丸くおさめ

るもので 4・7・8は胎土に金雲母を含み 5・6は金雲母を含んでいない。いずれも V欝出土で

あるo 16~18は跳ねーとげ口縁の警で， 16は金雲母を含み， 17・18は金雲母を含んでいない。 16・18は

V層， 17はVH再出土である。 19~26は丹塗警である。 19 ・ 20 ・ 25 ・ 26は小形警で， 19・20は身が深く，

25・26は身が浅い鉢形の資料である。 19は丹塗の上に黒塗を施しているようだ。いずれも，金雲母を

含み， V層出土である。 22~24は，鋤先形口縁で端部に刻昌と錦部にM字突帯を施す霊である。いず

れも胎土に金雲母を含み， V層出土である。 21は，跳ね上げ口縁で口縁下に三角突苦をもっ翠である O

胎土に石英・長石・赤色砂粒を含むが，金雲母を含んで、いない。 v層出土。 27~33は，壷である o 27~29 

は錫先形口縁の牽で， 28・29は丹塗壷である o 28・29は胎土に金雲母を含むが， 33は金雲母を含んで

いない。いずれも V層出土である o 30・31は，袋状口縁の壷で飴土に金雲母を含み， V麗出土で、ある。

321む太い頚部から外湾ぎみに開く単口縁の壷で，路土に金雲母を含む。 v露出土。 33は，鍛先~口

縁の系統をヲ!く弥生後期の壷で、ある。飴土じ石英・長石を含む。 v層出土であるが，東端にあり，

近世以降の河]11から混入した可能性が強い。

34~38は，丹塗高杯である。 34~37は錨先形口縁の杯部で， 34は端部を丸くおさめるが， 35~37は

口縁で端部外方を面取りして平坦におさめている。いずれも胎土に金雲母を含み， V層出土であ

-8  
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るo 38は箆習で，胎土に石英・長石を含む。 V層出土。 39は丹塗の台付査の体部で，無頚壷の形状を

なす。 胎土に金雲母を含み， V構出土である O

40~誌は，箆影の器台である O いずれも結土に金雲母を含み， Vr露出土である。 44は，鍔をもっ丹

塗の大形器台である。 2個体に復原できたが，同一個体と考えられる O 口頭、部と鍔部には稿文を施し

ている。飴土に少量金雲母を含み， V}語.VI露出土で、ある。
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③ 2 号!日河道 (AB11 ・ 12区)出土土器(第26~29~)

1~13は，歪である。 I は如意形口縁の警で，口縁下端に刻日を施し，丸く張りをもっ鋼部には 3

条の沈線をめぐらしている。鋼部内面上半ーには，横{立にミガキを施している。タト語は媒けて黒褐色を

呈するが，内面は灰出色の色調である。胎土には長石と黒色砂粒を含んでいる o Bll区出土。 2・3・

4は，逆L字口縁の須玖 I式古段階の懇で 2・3は踊音1)上半に三角突帯をもっO いずれも酪土に金

雲母を含み， Bll区出土でトある。 5~9 は，鋤先形口縁の翠である。 5 は，口縁端部に一部刻百を施

している。 7~9 は， 0縁下tこ三角突帯をもっ。 5 ・ 7 ・ 8 は須玖 I 式新段階 6 ・ 9 は須玖II式古

段階の整であろう o 5・6・8は飴士に金雲母を含み 5・7・9・はA11区 8はB11区 6はB

12区出土。 10~12は，銚ね上げ口縁の撃で， 12は端部を内方に摘みぎみに仕上げる。 10・12は，胎土

に金雲母を含み，いず、れもお11区出土で、ある。 13は， I今湾状に伸び、る口縁で，端部を外方に摘みぎみ

に仕上げている O 内面は屈曲部より下位をヘラケズリしている。布留式の翠で，日吉土;こ砂粒をほとん

ど含んでいない。 B12区出土。

14~28は，壷である o 14~17は，単口縁の広仁i査である。 14は，ぷ厚いっくりの壷で，口頭部は外

湾ぎみに開き，頚掘界に;J、さな三角突帯を貼りつけている O 中期初頭ごろの資料で、あろうか。 15は，

E肖!f1{立が張りをもっ域ノ越式の小形壷である G 頚部には全面に踏み文を施す。飴土に金雲母を含み， B 

11区出土である。 16は丹塗の有蓋査で，口縁に 2箇所穿孔されている。胎土に金雲母を含み， B 11 k'5. 

出土である o 17~19は鏡先形口縁の壷である o 19は口縁端部に刻自を，頚i誌に結文を施している。 19

詰域ノ越式， 17は須玖 I式古段賠ラ 18は須玖 I式新段踏に{立霊付けられよう。 17・19は胎土に金雲母

を含み， Bll民出土。 18はA11区出土。 20は鍛j先形口縁の系統を引く後期の査で，胎土に金雲母はみ

られない。 B11民出土。 21は北部九州東部系の丹塗長頭査で、ある O 口頭界に三角突事を付す。胎土に

金雲母を含んでいない。 Bll区出土。 22と23は弥生後期前半期の謹合口縁の壷で， 23は胎土に金雲母

を含んでいる。 22はBll区， 23はA11区出土。 24は，古境初頭の産弓壷で，腕部内商法櫛状の工具ても

深くナデられている O 灰黄色の色調で，胎土に金雲母を含んで、いる o B11区出土。 25は布留式の広口

壷で，飴土にごく少量金雲母を含んでいる。 A12区出土。 26・27は，山陰系の複合口縁壷である。 26

は黄灰色の色調で，H合土tこ石英・黒色砂粒・金雲母を含んでいる o 27は浅黄樟色の色調で，胎土に石

英・長石・角関石・金雲母を含んでいる。 26はA12区， 27はAll区出土。

28註丹塗壷の蓋である。 2笛所ずつの穿孔が対面にみられる。 Bl1区出土。 29と30は鉢である o 29 

諒子づくねの鉢で，胎土に金雲母を含み， Bll区出土。 30は，古墳初頭の小形杯で，台付の可能性を

もっ。飴土に金雲母を含み， BlJ区出1:0

31~35は，北部九州系の霊棺片である。 32~34が比較的大形な品で， 31と35は小形棺である。 32は
{送付

絵土に金雲母を含んでいる。播口達塩氏の要ノ棺の編年によれば， 31~33 ・ 35が K Il b 式から KIIc 式，

34がKIIIa式段階の資料であろうか。 31はA12区， 32はA11尽， 33はB12区， 34・35はBl1区から出

土している O

36~44は，朝鮮半島系あるいはそ を受けた土器である。 36~38， 40~43泣無文土器系統の土

-15-
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器で， 36は口縁の粘土紐が丸いが下端全体tこ指オサエ痕が残る O 37 ・ 40~42は，粘土紐のとjjを平坦

にして， 41はハケを横f立に施してナデ請している。 43は口議部を小さく外湾ぎみに嬬みあげている。

38は底部片である o 38と42は， H会土に金雲母を含む。 38が B12区から出土している地~j:， B11[5{から

出土している。 39とはは，瓦質土器である。 39は口縁をj話出して端部を摘みぎみにおさめている O 目同

部は横位にミガキ調整している。 B11区出土。 44辻，格子日却さを擁す壷である。 B121X出土。

④ 3 号j日 j可道 (B8-9kま)出土土器(第29~31 ・ 32図)

1~13詰，警である。 1 ・ 2 註如意%口隷の窪で 1 は口縁下端と突帯に亥u冒を施しているが:2

は刻呂をもたないもので，時期的には lが弥生前期末で:2が弥生前期末から中期初頭の資料であろ

うO 両者ともに飴土に金雲母を含まず 1がB9区 2がお 8区から出土している。 3・4は，口縁

民rr屈が三角形をなす域ノ越式の資料で 4は口議端部;こ刻自を施している。 両者ともに胎土に金雲母

を含み， B 8訳出土である。 5は，逆L字形の口縁でrAJ面にrJ'11要している。括土に金雲母を含み， B 

8 区出土である。 6~9 は，鋤先形口縁の須玖II式古段階の資料で 8 ・ 9 は口縁下tこ三角突帯を討

している。 5・8・9は飴土に金雲母を含み， B 8区出土。 10・11は，屈曲口縁の中期末の資料で，

端部を寵厚して丸くおさめている。 両者ともに飴土に少量金雲母を含み， B8[5{出土。 12は，跳ねと

げ口縁の資料で， H台土;こ石英・長石を含み， B 8区出土。 13はラ吉墳初頭の完形翠である。古墳時代

の資料は l点のみであるので，部分的に撹乱された落ち込みがあったのであろうか。

14~24は，壷である。 14 ・ 15tま単口縁で寸\形の広口壷である。 151土頚部の全酉に稿文を施す。 14は

域ノ越式， 15は須玖 I式の資料である。両者ともに飴土に金雲母を含み， B 8区出土。 16は丹塗の小

形広口壷で，口融端部を小さく;詣みぎみにおさめている o B 8区出土。 17は，外湾する口縁の広口壷

で頚腐界に三角突;需を匙りつけている。胎土に金雲母を含み， B 8 区出土。 18~20は，錫先形の口縁

査である。 18は口縁端部に務自を付しヲ 18・19ともに頚部全面に暗文を施す。 20は頚部に三角突帯を

めぐらし，口縁上!屈に円形浮文を貼りつけている。 18は域ノ越式， 191ま須玖 I式の資料で， 20は培灰

黄色の色調をもっ北部九州東部系の資料である。 19は胎土にごくわずかに金雲母を含み， 18・20は石

英・長石を含んでいて， 20は長石を多く含む。 18・19はB8区， 20はB9区出土。 21は単[J縁の丹塗

戸口議で，頚部に部分暗文を施す。須玖II式吉段階の資料ーであろう。 胎土に金雲母を含み， B 8区出

土。 22・23は広口壷の胸部で， 23詰丹塗壷である O ともに胎土に金雲母を含み， B 8区出土。 24は袋

状口縁壷で，口頚部の大半を打ち欠き，蹄部に 1笛所穿子しがみられる。胎土に金雲母を含む。 B9区

出土。

25は警蓋である。胎土に金雲母を含み， B 8 区出土。 26~28は鉢である。 26は椀形の鉢でラ内面ヒ

半部が煤げて黒ずんでいる。飴土に金雲母を含まず， B 8区出土。 27は手づくねのいび、って、ぷ偉いっ

くりの鉢で，飴土にごくわずかに絹雲母を含んで、いる。 B8毘出土。 28は大形の鉢で，飴土に金雲母

を含む。 B8毘出土。 29・30は高杯である。 29は鏑先形[]縁の高杯で，身がわりに深く丹塗でない資

料である。 30は椀形の身に腕部が付く資料で，撤密なミガキ調整がなされている。飴土?こ金雲母を含

み， B 8 区出土。 38 ・ 39は北部九州系の成人霊棺片である。橋口達塩氏編年のKIIb 式~KIIc 式で

-19 
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あろう O 飴土に， 381土石英・長石・角関石・赤色砂を含み， 39は石英・長石を含む。

31~37は朝鮮半島系の無文土器およびその影響を受けた土器である o 35・36は口縁に丸い粘土/桂を

付けるもので， 36は1富所粘土紐下端を押えた痕跡がみられる。 胎土に35は石英・角関石を含み， 36 

は石英・長石・赤色砂粒を含む。 35はB9亙， 36はB8区出土。 31は粘土帯を詰りつける汀縁の資料

で，時土に粗い石英砂を多く含み，角閃石を若干含む。 B8区出土。 32・34・37は江縁の粘土紐を頭

取りして方形に仕上げたもので，口縁下端には詣オサエの痕跡が残る O 形態的に楽浪系の花盆形土器

の彰響を受けたものであろうか。検討を要する O 飴三二に33は石英・角関石を含み， 34・37は石英・長

石を含む。 33・34はB8区， 37はB9区出土。 32は護体下半部で，円盤状の底は指オサヱ痕が残るO

日台土に石英・長石を含む。 B8区出土。

⑤ 3号!日河道 (C7 ・ 8 !Z)出土土器(第32~40図)

1 ~25 ・ 28拡，警である。 1~10は如意形口誌の翠で， 日ま口縁円高に亥u日を施L，他誌端部外方

を平担に仕上げている。 2~4 は腕部iこ 1 条 5 ・ 6 は 2 条の沈線をめぐらす。弥生前期末の資料で

あるo 1 ~10はいずれも括土に金雲母を合み 1 がC8 匿のf也は， C 7区出土。 9・10は如意形口縁

の警であるが，端部を丸くおさめ，錦部に張りをもっ賓料である。片寓宏二氏から鞍島遺跡出土のも

のに類似していて中期後半以降の資料ではないかとの教示を受けた。圏内での搬入土器の可能性も検

討すべきであろう O ともににぶい赤掲色の色調で，掻土に 9は石英・長石・金雲母を含み， 10は石英・
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長石を含む。 C 7 区出土。 11~14 ・ 16 ・ 17は逆 L字形口縁の警で， 1l~13が須玖 I 式吉段階， 14・16・

]7が須玖 I式新段階の資料であろう o 13・14は蛤土に金雲母を含み， 13がC7区以外はC8区出土。

15は鋳先形日縁の翠で， Z自玖II式吉段階の資料であろう。胎士:~こ若干金雲母そ含み， C 8区出土。 18・

19はi弓一倍体の可能性が高いが，接合できなったので別儒体として図化した。逆L字形の口縁は内面

にむかつてやや傾斜していて，胸部は尖りぎみに張りをもっている。外語は粗いノ¥ケ調整され， 上半

部はナデつけというよりもペタペタと軽く鼓いたような惑を受ける。;こぶい黄撞色の色謂でラ胎土に

石英・長石・金雲母を含む。 C8 R<:出土。 20~25は錫先形口縁の蚕で，口縁下に三角突帯を付してい

る。 20~24は須玖 i 式新段i陪， 25が須玖Il式古段踏の資料であろう。 23は胎土に金雲母を含む。 25が

C 7区の他は， C 8 ~三出土である。 28は 2 条の刻日突帯と口縁に刻目を施す大室で， D誌は肥厚され

内面に突出している。 飴土に金雲母を含む。 C7区出土。

26・27は，箆形の器台である。 LγFれも胎土に金雲母を含み， C 8区出土。

29~~51は，壷である o 29 ・ 45~51 は肩部に文様をもっ壷である o 29はヘラ先を押し当てて羽状文を

播くもので，誌はヘラ撞きの羽状文， 46 ・ 48~況は貝殻羽状文， 47は細いヘラ描きの重弧文を配して

いる。 29と46は胎土に金雲母を含む。 29・46・0 ・51はC8区， 45・47・48・50はC7区出土。 30・

31は頚腕界に沈纏を施す議で，弥生前期末から中期初頭の資料であろう。 30は胎土に金雲母を含む。

いずれも C7区出土。 32・33は口縁が外湾して開くぷ厚いっくりの広口査で，日吉土に金雲母を含む。

域ノ越式の資料であろう。 35・36は頚部全面に稿文を施し，頚腕界に小さな三角突帯を貼りつける壷

である。域ノ越式の資料であろう。 胎主に金雲母を含むo :34・37は頚腕界に 2条・ 3条の沈線を施す

， 34は頭部全面に粗いハケによりH音文民の装飾を施し，口縁上部を肥厚して段を有する O 域ノ越

式の資料であろう。 34は胎二七に金雲母を含むO いずれも C7 1X出土。 38~40 ・ 44は口縁上部を肥摩し

て段を有する未発達の錫先形口縁の査である o 38は頚部全面に， 40・44は部分語文がはいる。 38は域

ノ越式， 39・40・44は須玖 I式の資料であろう o 40・44は飴ことに金雲母を含む。 40・44がC8尽の{告

は， C 7区出土。 41は口縁が朝顔形tこ開く単口禄の広口壷である。丹塗ではなく，頚部の全面に暗文

がはいる。須玖 I式の資料であろう O 胎土tこ金雲母を会む。 C8区出土o 42は有蓋の無頚蚕である。

飴土に金雲母を含む。じ 7区出土。 43は吉壇前期の布器式の長頚豪である。薄手の了寧なっくりで，

内面には放射状に細い時文がはいる。酷土に金雲母を含み， C 7区 I層出土。これ以外資料は弥生時

代の包含層であるIII層出土品であるが，この資料は I層出土である。当初 I層は弥生時代の包含層で

あると考えていたが，この資料によって吉墳前期になることが判明した。

第:32留の40~43は，北部九州系の翠棺片である o 40・41・4:3は橋口達一也氏編年のKI c式のいわゆ

る金海式の翠棋である。いずれも胎土に金雲母を含み， C 7区出土。 42はKIIb式であろう。飴土;こ

金雲母を含む。 C8区出-士。

52~89は，朝鮮半島系土器およびその彰響を受付た土器である。 52 ・ 54 ・ 66~76は，丸い粘土紐を

鈷りつけて口縁とする警と鉢で， 76は上i認をナデて平患にしている。 68・69・72・74・75は粘土読の

下端を指で押えた痕跡が残る。 53・55.誌は粘土紐の下場を連続的に詣で押えて，断言語が丸みをもっ

-24-
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た三角形状になる警と鉢である。 54・56は完形の鉢で， 52・53とともに縦位にミガキを施している。

52~56， 69はC7区， 66~68， 70~76は C8 12{出土。 79は粘土帯を貼りつけてるもので，細かいハケ

謂撃を行っている。 飴土に金雲母を含み， C 7豆出土。 77・78は粘土紐を摘みぎみにおさめて，短く

外反する口訟をもっ護て二調整;こハケを多用している。 C8 区出土。 57 ・ 58 ・ 80~82は口縁の粘土紐

を面取りして王子垣におさめる警で， 58・81は胎土に金雲母を含む。 80がC7区， 57・58・81・82はC

8区出土。 83・84は口議上揺を平坦にして口縁が強く屈曲する警で， 83はC7区， 84はC8区出土。

61・62は弥生土器に類似する翠で，粘土紐の接合など口縁下端の処理の仕方に弥生土器とのニユアン

-
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第29国 4号IBf可道 (c2区)出土土器寄付/4)
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スの違いをみることができる資料で，折衷的な様相をもつものであろうか。いずれも C7豆出土で，

62は胎土に金雲母を含む。 59・60は警あるいは鉢の体下半部の資料で，円盤形の底部には指オサエの

痕がみられる。ともに胎土に金雲母を含む。 63は霊蓋と推測される資料で，内面には煤が{す着してい

る。 C7区出土。 64・65は高杯の杯部で，内外面ともに轍密なナデ仕上げが施されている。 C7区出

土。 89は牛角把手の破片である。赤褐色を呈する o C 8区出土。 85・861ま蓋， 87は霊， 88泣高杯のミ

ニチュア製品で，灰褐色あるいは掲灰色の色調を呈する。 88は外i亘全体に縦位のミガキを施すo85~87 

はC7区， 88はC8区出土O

⑥ 4号!日河道 (C2毘)出士、土器(第41・42国)

1~9 は鋤先形口縁の饗である。 1 ~4 は突帯をもたない警で，須玖 I 式新段階の資料であろう。

いずれも胎土に金雲母を含む。 5~9 は口縁一日こ三角突帯をもっ撃で 5 ・ 6 は須玖 I 式新段階 7

~9 は須玖II式古段階の資料であろう。 9 は口縁端部に部分的に刻自を施している O いずれも胎土に

金雲母を含む。

11~13は査である。 10は口頭部を打ち欠いて，腕部2こ 6 笛所の穿子しをした資料である。残存した頚

部には全面に培文風に沈線を縦に施している O 須玖 I式新段階の資料であろう O 胎土に徴紹な金雲母

を含む。 12・13は鋤先形口議の童で， 12は端部に刻目を施し， 13は部分的に刻目を擁している O いず

れも胎土に金雲母を含む。 11は小さく外反した口縁の広口牽である。外語;ま横位のミガキ調整がなさ

れている。

14は大形の鉢で，内外屈は平滑なナデ仕上げされている。 15は丹塗高杯の杯部で，錨先形口縁の上

面に部分培文が施されている o 16は北部九州系の護措のノト片である。小形棺で，語口達也氏編年のK

IIb式であろうか。金雲母を胎土』こ含んでいる O

①4号IB河道 (C3・4R{)出土土器(第43函)

1~9 は，歪である。 1 ・ 2 は如意形口縁の警でラ 1は口縁下端に刻冒をもち 2条の沈総をめぐ

らす。 1は弥生前期末， 2 は前期末~中期初頭の資料であろう O いずれも胎土に金雲母を含む。 3~5

は逆L字形の口縁の警で 3 が域ノ越式 4 ・ 5 が第玖 I 式古段階の資料であろう。 6~8 は，鍛先

形口縁の墾で須玖 I式新段階の資料であろう。 7は口蘇部内面突出部の一部に刻臼を施している O 3・

5・6・8は酷土に金雲母を含む。 91J:，屈畠口縁の警で，端部がややij[Il摩されて外方を平坦におさ

めている。網部;こは幅広の三角突帯を貼りつけている O 北部九州東部系の翠であろうか。灰黄褐色の

色謁で，mき土に石英・長石を含んでいるが，金雲母みあたらない。

10~12は，壷である。 10は急速にすぽまる嗣部から口縁は強く折れて上面が水平となる壷で，胎土

に石英・長石を含む。 11・12は朝顔形の大きく開く広口壷で，頚部Lこ部分百斉文を施している O 両者と

もに丹塗でなく，胎土に若干金雲母を含む。

③ 4号、IB汚道 (CD4 ・ 5 区)出土土器(第44~47図)

1~23は護である。 1 ~4 は如意形口縁の警で 1 は口縁下端に苅自を施し 1 条の沈静《をめぐらす

が， 2 ~ 4 ~ま亥日目をもたず 2 は掘部に 1 条の沈訴をめぐら 2・3はぷ浮い台村の底部である Q

35← 
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1が弥生前期末， 2~4 は前期末~中期初頭の資料であろう。 1・2・4は酷土に金雲母を含む。 2 

がCD4区のf邸玄， CD5毘出土であるc 5・6は短い逆L字形の口縁で端部に誕百を施す警で， 6 

は腕部に三角突帯を貼りつけている。域ノ越式の資料であろう。 6は胎土に金雲母を含む。 ともにC

D5区出土。 7~9 は， 口議断面が三角形をなす警である。 9はHI司部に三角突帯を貼りつけている。

7は胎士、に金雲母を含む。 8はCD4区， 7 ・ 9 は CD5 区出土。1O~17は逆L字形口縁の警で，須

玖 I式の資料であろう。 ただ14は腐上学部沈線を 1条めぐらし，灰黄褐色の色調で北部九州以外の地

域からの搬入の可読性をもっo 10 ・ 11 ・ 13~16f土飴土に金雲母を含む。いず、れも CD5 区出土。 18~22

は鋤先形口縁の護で， 19~22は口縁下に三角突帯をもっo 22は端部外方を平担におさめ淡い沈線が入

る。 19が須玖 I式新段階， 18 ・ 20~22は須玖 II式古段階の資料であろう。 18 ・ 19 ・ 21は飴土に金雲母

を含む。いずれも CD5s:出土。

23~25は壷である。 231土日を一部打ち欠く{邸玄完形の品である O 丹塗の袋状iヨ縁壷で，胎土に金雲

母を含む。中期末~後期初頭の資料である O CD5区出土。 24は大形の広口壷で，丸く張りをもっ銅

部に対して小さな口縁部をもっO 強く毘曲した短い口縁の端部は平坦に面最りされ，刻自を施してい

O 
乞エヰ孟亘E

20cπ1 
ニニゴ
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る。胸部最大径の部分にM字突帯を貼りつけている。中期末~後期初頭の資料であろうか。 CD5区

出土。 25は，外湾して開く口頚部の端部上方に，新語三角形のHtl厚を見占りイすりて上方に突出をもっ壷

で，頚腕界に 2条の三角突帯を貼り付けている O 域ノ越式の資料であろう O 飴土に金雲母を含む。 C

D5区出土。

26は浅鉢で，内外語ともに震が付着している。胎土に金雲母を含み， CD5s:出土。 27は短い口議

高杯の杯部で，丹塗土器ではない。須玖 I式の資料であろう O 酷土に金雲母を含み， CD  5区出土。

28は上半部を欠失ずる支持Mの器台である。飴土に石英・長石・角関石を含む。 CD5毘出土O

29~41は，朝鮮半島系の土器およびその影響を受けたものである。 29 ・ 30 ・ 32~37は，丸い粘土紐

を貼りつけて口縁とする翠である o 29・30は仁屈をナデてやや平らになっているが， 32~:36はより平

らになって断面が三角形状に近づき， 34~35は口縁内方が突出している。 37は粘土紐を面取りしたよ

うに断面が方形に近づいている。 30 ・ 31 は賠土に金雲母を含む。いずれも CD5 区出土。 38~40は小

さな粘土帯を貼りつけて口縁とする斐あるいは鉢で， 39・40泣タト方を指頭で押しつけて平坦にしてい

るO またおの踊部には茸状の貼りつけがみられる。 CD5区出土。 41は牛角担手付壷の担手でラ基部

が出へそJ択に突起をもち体部とソケットをなしていたことが分かる資料である。灰色の色認で， CD  

5区出土。なお， 29と30は同一個体で，顕化した後に接合したことが判明した。

⑨ 4号j日河道 (C6区)出土土器(第48図)

1 • 2はき撃である。 1は如意形口議の警で，口最下端に刻自を施す。弥生前期末の資料である。 2

は逆L字形の口議の霊で，蹄部上手部に三角突帯を i条貼りつげている O 須玖 I式古段階の資料であ

ろう C いずれも飴土に金雲母を含むo 3・4は壷であるc 3は強く外湾する口縁で上部を肥厚して段

をもつものである O 頚部全面に培文が施され，胎土に金雲母を含む。域ノ越式の資料であろう 4は

いびつなっくりの重口壷で，器表は火を受けて荒れている O 細部と土宇部は粗いヨコミガキがなされ，

口縁はハケをナデ出している。踊蔀舟罰法ヘラ状の工呉でナデられた痕跡と，指オサエやナデω痕が

みられる o I天黄褐色の色調で，胎土に石英・長石を含む。朝鮮半島の無文土器系壷の可能性が高いと

おもわれる資料である。 5は高杯の杯部である。口縁上面c'こ断面三角形の粘土を付けて肥厚し， j設を

もつものである。外面は丁寧に横f立のミガキで調整され，内頭はナデ仕上げである。 指土に石英・長

石ー金雲母を含む。域ノ越式の資料であろう O

⑮!日河道出土土器の様相について

以との 1~4 号i日河道出土の土器をとりあげて説明したきたが，ここで簡単なまとめをしておきた

い。 1号i白河道出土土器li，北f閣の土器i留が弥生中期後半~後期初宣言，再[{患の包含患が弥生中期末~後

期初頭の資料である。これによって{岳地での居住が後期初頭期に終わり，台地での毘住に限られるこ

とが推定されるようになった。土器溜出土品では，完形の丹塗袋状口縁;者55と高杯60が据え置かれた

状況がみられ，また完彰品や丹塗土器が多いことが注弓される O なかでも丹塗台付注口壷誌は珍品で，

類似した資料辻三雲番上遺跡，吉武高木遺跡，吉野ケ里遺跡などで出土しているが，注口が 2笛所あ

るものはこれだけである。 26~30 ・ 5 は朝鮮半島系無文土器の影響を残す資料で，瀬戸内地方系の窒

-42 



25も出土している O 包含層出土品では，丹主主土器が多いことは前者と同議であるが，屈曲LJ縁のI十1期

末~後期初頭の警が出土していて，土器濯出土品よりやや新しい様相がみられる O 丹塗の大形器台44

も注目される資料である。 2号!日河道出土土器は，弥生誕期末~吉境前期の資料である。 汚が長期間

流れていたことを物語っている O 北部九州系の聾棺片が 5点出土していることヲ瀬戸内地方系の弥生

前期末警が出土していることが注目される O 弥生前期末には瀬戸内まで交流があったことを示す資料

である 3号!日河道出土土器は，弥生前期末~中期後半までの資料であるが，須玖II式古段階は少な

く須玖 I式新段階までの土器が多く出土している。ここでは， 45点の朝鮮半島系土器およびその影響

を受けた:士、器がまとまって出土したことであろう O 資料を実見した片岡宏二氏によれば，朝鮮半島で

の後期語学から後期後半の無文土器と，日本の弥生土器の影響を受けて変化した援朝鮮系無文土器と

の教示・指導をいただいた。 4号1m可道出土土器は， C 2区が須玖 I式新段階~須玖Il式古段轄の資

料， C 3・4区が弥生前期末~須玖 I式新段階， CD 4・5~互が弥生前期末~須玖 II式古段階の資料，

C6区が弥生前期末~須玖II式古段階の資料が出ことしている。 CD4・5区では，弥生前期末~中期

初頭期の完形警が出土したが，北部九州東部系の賓料である。また，朝鮮半島系土器およびその影響

を受げた土器が13点、出土していて 3号!日河道出土品とともに詮自される。

また，胎土に:金雲母を含む土器が多くみられることの問題については，今回は時間的余裕がないの

で次回に再検討を行いたい。

註

(1) 橋口達世[考察Jr九州綾貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告xxxu福岡県教育委員会 1979 

(2) 輯鮮半島系土器については片間宏二氏に懇篤なる指導を受けたが，今毘の報告では時間的な余裕がなく

て検討することができなかった。再綾討の機会を持ちたい。また指導をいただいた片両氏に感謝申し上げ

たい。
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出番号; 地区.I雪校

1号113河道(土器溜)出土土器一覧表(i)

調整手法等 :色 調(絵土砂紋

:tこぶい褐色 jzi芙，赤色砂
:会雲母1-} ~ SlOl-32Vr下 巴二ハケブ却しヲスス 凡 平 滑-Y7"

213 JJ I外.ハケ

~~_ S 10l-32VII 

/1-16 ; S 100-2 Vll 

外ーヨコミガキ

タト. ヨコミガキ

内. -'f滑ナデ

内.平j吾ナデ

万 17! S 10132VI 内a 指オ-1)-_工，平滑ナデ

I弘指ヌドザエヲギ滑ナデ

内.ブデ

内.平治ナデ

1ft Y7~ 

i札平清仕上げ

滋千七銭幕 内.

ヂノナ

内.ナデ

内.1iマ母ナデ

内.'Fi管ナデ
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1号18;弓道(土器謹)出土土器一覧表立)

諮 整 チ 法 会、Aて写Fて4 

内.ナデ

内.ナデ

内.ナデ

内. ナデ¥ しぼり痕

万 jタk全局結文 内.ナデ，指オサエ

内.ヨコミガキ
一一一一一

7デ 内.王子滑{j二j二げ

内.ナデ、

内.

内.

内.

内.ヘラナデラ指オサエ

!札ナデ

ヨコミガキ i仏ヘラナデ，指オサエ

ヨコミガキ，註主将t室 内.ナデ， t8オサエ
一一一一一一一一一一

チデ 内.ナア

rJ3. ナデラ

内.ナデ，

i勾. しぼり痕

内.

;ヨ.

ヨコミガキ i有. しl玄り;長

内.ナデ

ブ

内ーしぼり;反
一一一一一一

ヨコミガキ !内ヨコミガキ
一一一一一一一

タテミガキ 内.平滑なデデ日:~tげ

タテミガキ 内ーしぼり痕

タテミガキ 内.ナデ

~45~ 



1号IB河道(土器濯)出土土器一覧表$

粒
一
一
待

合
一
一
零

γ
賢
一

b
L

土
一
丸

胎
一
石

誠
一

手法等 j色

内.しぼり痕 i灰黄褐色

整

タテミガキ

調jP番号|種類;
L一一一一一一一ι ム

母塗 j
! f高杯 j外.

土也区・!脅位

長石

46 
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1号IB河道(包含層)出土土器一覧表玄)

調 整 手 法 等 (色 調胎土砂粒

内.ナデ ーっ二三純平7i;""H字

内.ヘラナデ，平治{之とげ

Fi英，長石
金雲母

石英，長石
金雲母

:ri英ヲ長:u

石英，金雲母

万 ;外.ナデ
一一一一「一一一一一一一

JJ 外.ハケナデj符し

指オサヱ 内.

内. しぼり疫

2号18汗遵 (A11・12，B 11 • 12区)出土土器一覧表①

同番号;地区・ 生立
てf

色

一

色

色

褐

一

褐

褐

黄

一

黄

色
脱
出
灰
一
一
次

ナデ

ナデ

スス 内.

スス
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2号185可送 (All'12，811・121K)出土土器一覧表②

調 整 子

JJ B. K12 20 I 万 iタト フしテ 内.ヘラケズリ

14-14 I Bll 106 i査 i外.ナデ 内.mオサエ

ヨコミガヰー，さを跨[議文; 内. :3ゴミガキ

内.指オザコ二

タテミガキ，黒主主か 内.

ナデ 内.

内.

内.寸デ

チデ 内.

内.ハケナデ消し

内，ヘラケズリ

内.ナデ

内.ナデ

内.ハケ

内.

i勾.

一アナ J々

ヨコミヌゲキ 内.ナデ

:117: 
内.ハケ

庁 ~42 Bll 

48 



811・12区)出土土器一覧表③

議選

γ
 

色灰

色

褐

h芝生

弓T

一プ斗
ノ

j去

内.

子整

2号i白河道 (A11 • 12， 

P番号 i積類;

瓦質(外.格子日夕タキ

3号18河道 (88・9g)出土土器一覧表⑤

ナデ、

等

内.ハケ，

ナデ

内.ナデ

タ人ハケ，エ;之潜ナデ 内.ナデ

法

内.

子整調

すデ

地区・!爵位

B9 

B8 

図番号

3 

16-] 

lJ 

タト.ハケ 内.平沼ナデ

外.ハケ，スス 内.ヘラナ

B8 

B8 

JJ~4 

「
3 

JJ 

万一一

JI 

ナデ

一ア斗
ノ

内.

内.B8 

B8 

B8 

R8 

B8 

B8 

23 i B 9 

J) ~12 

JJ--13 

!J --15 

I} --16 

万 H

ワ
4

1
E
l
 

y
 

-F 

刀

)) 

;/ 

B9 !l ~24 

!弘ハウ?デ l~í しB8 18-25 

浅主主役色

チデ，

内. ハケナデi点し，指オサエ

内，ヘラ，ハタナデ泊し

49~ 

B8 

B8 

JJ --26 

JJ --27 



8 高杯(外.ヨコ・タテミガキ

土二30iB8 十iニl外ヨコ タテミガキ

~a 弓 ~-\'r 玉三!札 Fナデ， ナデ

月 -~3計二i--909 HLL九

! ~--日~8~I 叫 J! [外川指オサエ 内すデ，指オ

エ内ナデ -

j !J M.ナデ 内.ナデ，指オサエ;山崎褐色!石英字問石

( 401 I!J i外ハケナデ消し 内ナデ，指オサェ ;にば艶

」都

色 調{飴土砂粒

C 7・s区〉出土土器一覧表者

ナ

ヨコミガキ

主主
可才

i札指オサエ，

内

法ヲ三草主主
之主二ー三潟

;u英，角関石

ヨコミガキ，しfJ:'l)i.長

ナデ

内.

r!;J. 

』こぶい榛色 i石英，長石

i石英，長石

ナデ内.
A
V
F
 P7 

J
ノ

石英，長石

浅黄燈色

ナデ¥指オサエ

一アナ

一アナ

ナテ守

ナデ

内.ナデ

内.ナデ、

内.

内.

内.

内.

内.

3条沈線

2条沈線

3条沈線

ナデ

ナデ，

ナデ，

ナデ，

ナデ

/J 

3号IB海道 (C7'8lK)出土土器一覧表①
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i塁番号!地区・関位

万 22

J1 -23 ! C 8 III 

I1 --25 ! C 7 III 

Jノヨ~~I
1I -27 ! C 8 III 

叫 C7IIl

23--29 ! C 8 III 

H-3302l1 L 1 C1 711I 

JI -31 I C 7 III 

万 計:7m

万一 8III 

庁 7III

11-35 ! C 7 

I1 -:W I C 7 III 

庁 7III

万 一39一斗l一C一一 8III 

万…司じ 8凹

C7III 

C 7 1 

C 8 III 

3号!日汚道 (c7・8~)出土土器一覧表⑧

撃 手 法 等

内.ナデ

舟.ナデ

スス 内.'"y;-" 

内.

i弘

内.へラ痕，平滑テー

内.ナデ

ナデラスス 内.ナデ

ナデ 内.板ナデ

内.指オサコ二

内. j デ

i札平滑ナデ

ナデ 2条沈線 i札ハケ，ナデ

ヨコミガキ

ヨコミプfキ

内.ナデ， t旨オサエ
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底番号 j地区・層位

24予 IC7III

!! -~-46 ! C 8 1II 

!J ~~47 C 7 1II 

JJ -48 ! C 7 1Il 

庁 -49! C 8 III 

JJ-~55 I C 7 III 

万 56I C 7 III 

JI --57 I C 8 IJJ 

J! -58 C 8 HI 

JI-59 

IJ--751 C8III 

庁 76i C 8 III 

3号!日河道 (c7・Hま)出土こと器一覧表@

議室主手法等

ヘラ:>tj:伏文

貝殻羽状文

V'.l.ナデ

内.ナデ、

内. -)デ

内.指成形

内. ミガキ

内.ナデ

内.指オザヱ，ナデ |赤縄色

内.ヨゴミ尤rキ

内.板ナデ |褐灰色

内.ナデ，指オサヱ i (天黄褐色

内. 王子滑ナデ

内.ナデ

内.ヘラナデ

内.ヘラナデ

{付.チデ，スス

ミガキ 内.:<V1脅ヴデ

内.紋密なすーデ

内. -1デ

内.ナデ，:Jflオサエ

内.擦過

内.

ナT 六l.

スス 内.

ヨゴナデ i弘 ナ デ

外.指オサヱ，ヨコヲデ 内.合目j落

i 外言オサヱ，、下洛土:げ 内. tsi;オサヱ，ナヂ

内.ナデ，指オザコ二
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3号!日河送 (c7・8区)出土土器一覧表④

潟整予法等

内. ハケ， 三ヨコブデ

万 79 C7III 

27--80 C7III 

4ナ二I二

JJ 内， 事長デデ

内.ナデ

内.ナデ

庁 851C7IIf 114! JI [外.fお成形

JI86 内.

11-87 11 内.

万一 88 III 内.ナデ

Jl -8ヲIC8III !タト.:ti'll支形 [札ナデ 赤褐色

ヰ号18;可道 (c2 IK)出土土器一覧表ヨ〉

法等 一一一J
ナデ ;明黄褐色

内.スス

一プナ

スス 内.~滑ナデ，スス j

J今. マー潜チデ

i今.王子滑ナデ

j札ヘラナデ

内.平滑ナデ

内.jデ

内.ヘラナデラ

/1 --13 i C 2 内.エf-滑ブ T

内.ミJl滑ナデ庁-14¥ C 2 

JJ -15 I C 2 内.ヨコミガキ

53~ 



Jl -4 I C 3 

/1 ..~:=ï I C :i 

/1 n C::i 

JJ 7 1 C :i 

ノ/ q ICヰ

万 lliC3

4号i沼海道 (C2 g)出土土器一覧表事

調整

4号185可道 (C3・4藍)出土土器一覧表C[)

整 子 法 等

スス

内. ハケ，すデ，指オサヱ

内.平滑ナデ

47 I II iタトー ナデ 内.平滑ナデ

'!L 1 刀 i外ーハケ‘!長lir: 内.

日 11 外ハケ 内.

1 i JJ l外ーハケ，平滑ヲデ 内.王子滑ナデ

内.

:14 i J/ :列ト ノ¥ケ. ヲコナーア 舟. 7-

内.

1) i JJ |外ー部分i際文 内.ヨコミガキ

内. ヨコミヌゲキ

ヰ号18i可道 (C04・5区)出土土器一覧表①

調整手法等

内. "氏{t;

内.ナデ

ヨコ 7デ 内 7-jゴ

デj与し 内.チデ

5'1~ 

f旨オサヱ



11 -14 ! C D 5 III 

庁 15I C D 5 II 

刀 161cD5II

庁一17i C D 5 II 

4号113河道 (c04・5荏)出土土器一覧表各

調整

ハケ

ハケナテ、消し 内.

ヨコ子デ

ハケナデ消し

内.ナデ

内. -}デ

IJ土 -}-j"'

FえJ.風化

ヨコナデ 内.ヘラナデ

ハケラヨコナデ? 内.ナデ

グ 20μ~ D 5 III 77 万 外.ハケ，ナデ 九ナデ， 11旨オサエ
i一一ー一一一一一一一一一一…斗一一一一一_.~一一一一一L一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一

3コナデ 内.

内.

内.

内.ナデ

ヨコミガキ，ヨコナデ 内.ヨコミガキヲ

スス 内ースス

j今‘ナデ

;九1.ハケ，ナデ

ナデ 内ー

ハケナデ消し

ノ、ヶ

00一一

内.

内局

内.

内‘平沼ナデ

内.ナデ

}人1.王子滑ナデ

内.ナデ

内，ナデヲおオサエ

内.ナデ

内.ナデ

内@チデ

内.へそ状突起

内.ナデ

内.ナデ



4 号IB~可道 (C 6区)出土土器一覧表号

地区・ j妥位 iP

i主ナ

6 I~~文系|外.ヨコミガキ，ハウ 内.

ヨコミガキ 内.
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(2) 石器

今回の調査で検出された 1~4 号出河道内からはおびただしい数の石器が出土しているが，今回の

報告では全てのIB河道出_=t石器を縞羅することが時間的に罰難であるため 1号沼海道と 3号i司河道

(C 7・8区)出土資料を中心として説明を行う。

CD1号!日河道出土石器(第訪問~拓国)

20・21は， 1日石器時代から縄文時代の石器である。 20は黒曜石製の結石核のブヲンクである O 前頭

部分が欠損している。土器溜部分のS100kKのVII穏から出土している。流れ込みの資料である o 20はサ

ヌカイト製の石槍で， :3.5cmの長さの基部をもっO 長さ14.5cm， I~高 3 cm，淳さ1.7cm，重さ63gを溜る。

南側の包含層 S100区V層出土。

u土手8盤岩製の石封切先部分である。土器詔V)書出土。 2・3は緑泥片岩製の磨製石鎮である。基

音!5が 3は平坦に 2は少し扶っている。両者ともに 4gを渥u1) ，南関包含罵V層出土。

4~11は頁岩製の石鎌である o 4'~6 ， 8・9は全面に研躍を行った製品で 7・11は鼓打混の残

る荘iい造りの製品である。 4は刃先部分， 日土中程 6・8・10・11は基部が残るものである。 7は

この状況で使用しているようである。立には緊縛によってついた擦痕が観察できる。 9は末製品か失

敗品であろう。表面は研磨された部分がみられる o 4は土器詔VI層， 5 ~ 7・9・11は土器溜四層，

8・9は南側包含層出土。

12~17は石錘である o 12・13は切呂石錘である。 12は粘盤岩製で 7g， 13は砂岩製で16gを測る 0

12は南側包含履V層， 13は土器詔VI層出土。 14は滑石製の砲弾形の九チ1'1型石錘で， 285gをまltlるo P100 

区IV層出土。 15と16は側辺を回みを造りだしたもので，鼓石の可能性も残っている。 15は砂岩製で93

g， 16は玄武岩製で126gを測る o 15は土器溜VI層-下部， 16は土器詔VI腎出土。 17は中央に穴をもっ凝

灰岩製の資料で， 79 gを苦!uる。土器i留VII層出土。

18~24は磨製石斧である o 18は粘盤岩製の小形方柱状石斧で，土器j富 VI層出土。 21~24は蛤刃石斧

である。 21・22は頁岩製品でラ高支石として再利用されている。 23は頁岩製で，表面が風化しているが

刃部を部分的に J欠失する他は全形が残る資料、である o 24は硬費の玄武岩と思われるE材を舟いた石斧

の基部である。 21は南側包含罵， 21~24は土器諾VI層出土。

25・26は玄武岩製の操器である o 25が先端と関西が刃部を形成して，上苦言や側面tこは鼓打痕がみら

れる。 26は湾践した刃吉15を形成して，双角の尖頭部か湾曲部を使用するものであろう。 25は土器謹VII

26は土器溜VI層出土。

27は大形の[耳石で，石臼のような用途の製品であろう。硬質の玄武岩で， 6.34kgを諮る。土器、話VI

害出土。 28~37は蔽石である。端部を主に{吏用しているが， {部辺にも使用疫がみられる。 37は石杵の

ような龍馬法が考えられる。素材は， 28・30・31・33・34・37が硬質の玄武岩， 29が石英， 32がフォ

ルンヘルス， 35が安山岩， 36が硬質頁岩であろう。 28は232g， 29は248g， 30は212g， 31は437g， 

32は330g， 33は468g，34は350g， :35は:380g， 36は1.22kg， 37は2.56kgを諮るo 28・33・36・37は

土器認VI層， 30・31・35は土器諮VII寵， 29 ・ 32 ・ 34は南関包含層V層出土。 38~50は磨石・出石であ
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る。側辺の一部や全面に鼓石として使用した痕跡を残すものが多い。素材比， 38が安山岩の他は，硬

620 g， 45は525g，

蟹の玄武岩であろう。 38は320g， 39は520g， 40は180g， 41は490g， 42は850g， 43拡350g， 44~ま

46は960g， 47は820g， 48~ま 920g， 49は970g， 50は900gを誤1るo 39・44・48・

38・40・43・47・49は土器溜四層， 42・45・46は南側包含層VI膏出土。50は土器諮VI

51'~59は砥石である。 51が歓密な砂岩を素材とする能は，組い砂岩を用いている。 51は260g， 52は

る。 52 ・ 56~58は土器詔四層， 51 ・ 53~55 ・ 59は南翻包含層 V層出土O

540 g， 53は680g， 54は600g， 55は750g， 56は900g， 57は1.77kg， 58は2.64kg， 59は2.04kgを誤1

60・61は玄武岩をもちいた碇石である。南側辺を打ち欠いて緊縛のための扶りを造っている。 60は

141品 61誌8.1kgを測る o 60は土器諮VI層， 61は南部包含層V露出土。

器溜から 8点， I有1Jlij包含層から 2点，

1号!日湾道において碇石は，土

るO

PI00区から 1点、の計11点出土している O 以下， 一覧表を掲げ

1号IB河選出土碇石一覧表

番号 j地区i取り上げ番号 l遺構i層
1 I S 101 I 32-NS-40 ! .::t:i*iW I 

2 ! SlO1 31-NS-3 i土器諮 iVI 

l slOli--2 j土ザw
S 101 32-NS~~~44 I土器j留 VJI

S 101 32~NS-46 土器詔

S 101 i 32-NS~-65 i土器溜

S 101 : 32--NS-58 !土器溜

3 

4 

「d VJI 

6 VH 

7 VJI 

8 S 101 土器諮 Y立32-NS-45 

9 S 100 19~-SS--12 

10 S 100 19~~SS~13 

11 3 9-S 
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18.6 

11.7 

9.3 

12.3 ! 
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② 3号!日河道 (C7 ・ 8 尽)出土石器(第44~53l翠)

1・2は黒寝石製角探を患いた石核で、ある。正面からffiij辺の2/31まどを剥離しているが， 1t主の部分に

は自然面が残る。 C8民出土。 2はサヌカイト製のスクレーパーで、ある O 信IJ辺に刃部を形成している O

C8医出土。両者は， I日石器時代~縄文時代の石器である。

11・12は鰐製石蕗である。 11は基部開辺ともに平らに仕土げていて，刃部をもたない長葉形の小形

品である O 粘盤岩製で， 1. 9 g を測る。 C7 区出土。 12は基吉[)を訣った榔葉~の製品で，先端部を欠失

している。頁岩製で， 3.1 g を~U る。 C8 区出土。 13は方鉛鉱か亜鉛鉱を利用した石製乗u把で，無紐で

十字形の形態をもっO 長辺(1'1:吉[5) が5.9cm，短辺(突出部)が4.3cm，重量が68g を~U る O 裏面には，

漆のような樹脂状のものが付着している。 14~19は磨製石剣である o 14・15は切先， 16は中途， 17~19 

は基部である o 18・19は茎をもつもので， 17は側辺に扶りをいれて茎としている。 15は幅広で石支の

可能性をもっo 18が粘盤岩製で，能は頁岩製である。 14 ・ 15は C8 区出土。 16~19は C7 区出土。 20

は， 1WJ辺を加工しているが研磨はまだしていない頁岩裂の剣未製品である。 C7区出土。

3~8 ヲ 21~23は，磨製石斧である。 3 は，粘盤岩製の小形方柱状石斧である。重量20g を減る O

C 7区出土o 4~8 は粘盤岩手製の濡平片刃石斧である O 重量:は 4が23.4g， 5が28.3g， 6が14.2

g， 7が28.5g， 8が22.2gを測る。いずれも C8区出1::0 21・22は方柱状石斧で， 22扶入である。

21は粘盤岩製で100gを溜る。 22は頁岩製で， 298 gを測る o 21はC7 [R， 22はC8区出土。 23は頁岩

製の蛤刃石斧である。全体に鼓打して形を整え，刃部だげを磨いている O 重量:は708gを測る o C 7[R 

出土。 24は方柱状扶入石斧の未製品あるいは失敗品で，蔽打の段[年?でj上めている。頁岩製で， 352gを

滞る。 cnま出土。 25は粘盤岩裂の石斧素材で， 320gを滞る。 C8区出土0

9は粘盤岩製の石錐である。先端を打欠いて尖らして，さらに頭取りして研濯している o 27 gを測

り， C 7区出土。 26は三角形状をなす諜器で，尖頭部か粗い刃部を{吏泊するものであろう o C 7区出

土で， 710gを測る。 10・42・43は法石製の石錘である o 10は十字影iこ切呂をいれるもので， 150gを

溺る o 42・43は中央に穴をもっ丸い形の大形品で， 42が800g， 43が1300gを割る。いずれも C8区出

j 二O

27~30は頁岩製の右庖丁である。 27・ 28泣完形品で， 27は120g， 28は78gを減る。 29は片刃でソj、さ

な穿孔をもっている。 27・30はC8区， 28 ・ 29 は C7 区出土。 31~40は頁岩製の石鎌である。 31~33

は切先部で， 34~40は基部付近の破片である。背から鈍角に屈曲して直続的な基部の36~40 と丸し

吉!5の34・35がある o 31~34 ， 36~40は C8 民， 35はC7医出土。 39と40は頁岩製の石鎌未製品で，刃

部と育部分を打欠いて整えている。 39はC7区， 40はC8区出土。

44~46は玄武岩製の蔽石である。立語部を主に使っているが，側面にも使用痕が認められる。 44は490

g， 45は444g，46は505gを掛り， 44はC7区， 45 ・ 46は C8 区出土。 47~56は磨石・出石である。

上下面が白むばかりでなく，側辺に鼓石として箆摺した痕跡が残るものも多いo 47が100g， 48が250

g， 497うま280g， 50Jうま1250g， 51カヲ1200g， 52カ1443g， 53;1)ま501g， 54は460g， 55は700g， 56は6540

gを翠Ijる。 56は，石臼や台石としての用途が考えられる。 47事 49・51・54・56はC7区， 48・50・52・
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53・55はC8区出土。

57~71は砥石である。 57が粘鍵岩のf邸主，砂宕製の素材で，長方形の上下面や側面を砥石面として

使用するのが基本だが， 69・70は多角形の砥石商をもっ荒砥である o 57・59・62・64の上rniには蔽打

痕やが残こり，出石のような使用を行っている o 60は継い溝状の窪みがみられる。 71は大形で扇王子な

品で，台石的な使用も考えられる。重量は， 17が30g， 58が45g， 59が185g， 60が420g， 61が300

g， 62カ:>205g， 63，うま415g，64カ=>435g，65カ=>1270g， 66Jうま2040g，67iJ三560g， 68カ:>2400g， 69カま3300

g， 70が4580g， 71が1620gである。 70・71がC7区の他は， C 8区出土て、ある。

72は玄武岩製の綻石である。雨{窮屈を打欠いて緊縛のための扶りを造っている。 C71Z:出土で， 1.18 

1沼を滞る O この{患にも 2号IB河道でBll区18.2kg， B12区15.0k~の 2 点が出土している O

③その地の地区出土の石器(第53図)

f患にも多くの石器が出土しているが 3点だけ結介したい。 73は，切先の先端を一部欠失している

慢は完形の石剣である。近世以降の海道から出土したが，近くの弥生時代包含層から流れ込んだこと

が推挺される O 形態的には鉄剣型の石剣で，中央に明確に稜がはいる。頁岩製で，重量は168gを翻

る。 C4区出土。 74は大形の嘉製石鎮で，長さ13.6cm，騒7.7cm，厚さ 3m m，重さ33.6gを測る O 基

部泣丸く扶って面取りされ，間辺は刃部を研ぎ出している。上下面には中央部に装着した持にできた

と推~gされる擦疫が認められる。戦闘に使用したものでなく，儀器的な品であろうか。 4 号j白河道C

D5区出土。 75はわりときめ細かい砂岩製の石垣了である。横形の形状で中央に 1笛所穿子しがみられ

る。長さ 12.3cm，r福5.7cm，摩さ1.0cmを瀦る O 刃部は片刃で，丸みをもっ側辺から背にかけて面取り

している。ぶ淳いっくりの変形石庖丁である。 4号IB河道CD5区出土。

(3) 金属器(第54図)

金属製品はi白河道内からはほとんど出土せず 1号!日河道土器溜から鉄斧 1点 3号!日河道から

銅製のf摺形銅剣片 1点、が出土したにすぎな

いが，鉄斧については諜索中であるため，

結形銅剣について報告する O 鋒部と茎部分

を欠損した絹形銅剣片で，岩永省三氏の分

類によれば，主題形量殺す I類に相当する O 愛

媛大学の吉田広氏によれば剣身長が20~25

cmの小型品であると教示を受付た。なお，

ここでの図は吉田氏実調のものを使用させ

ていただいた。感謝申し上げたい。

註(1) 岩永省、三「弥生時代背鍛器型式分類編

年再考Jr九チ1'[考古学jNo.55 九州考

古学会 1980 
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(4) 木製品等(第55~65国)

木製品は，各種多数の出土がみられたが，今毘の報告では時間的な損保上一部に限る O

3・4は木錬あるいは木槍で 3が長さ13.3cmラ幅1.9cm， 4が長さ 13.lcm，幅1.8cmを誤仁)0 8・

9は木剣形製品で， れま長さ57.7cぬ i福78.8cm， 9は78.8cm，幅2.3cmである。 35・40もその司能性を

もっo 8・9・35は1号i日河道土器詔， 40は1号18河道包含露出土。 10は短甲で，表には累漆を施し

ている。 1号!日海道土器謡出土。 2は栓と推測される o 1号i白河道包含層出土。 1と7は加工をもっ

製品であるが，用途は明確でない。 1号!日河道土器溜出土。

5・6は漆塗台付杯である。黒漆の上iこ赤漆で紋様を描いている。 5は1号i日河道包含!冨出土。 6

は3号i日河道C7亙出土。 11・12は4足の槽で， 11は長方形の捕で， 12はー揺が平坦で他は丸みをも

っている。 11は1号!日河道， 12は3号!日河道B8区出土。 13・14は案である。 13は透かしをもっ黒漆

の製品で，中央に仕切りをもっo 14は梧円形の体部で，ぶ厚い璃j部をもっo 13は3号!日河道C7区出

土。 14は4号!日河道C2tz出土。 15・16は案の脚部で， 16は黒漆の製品である。 15は1号18河道土器

j露出土。 16は3号!日河道B8区出土。 17は脚台付の椀で，脚部を欠損している O 内外面ともに黒漆を

施す。 4号1m弓道CD5区出土。

18は，木製品ではないがここで報告する。ココヤシの果設を利用した笛である。長さ12Bcm，編8.7

cmの卵形をなし，一一部を欠いている。上方に径 4cmほどの吹口があり，前国に指子しが3箆所，後蕗に

吹口付近』こ 2子Lと下端に 2孔の指孔がみられる。この他に貫通していない虫食状の小子しが数箆所みら

れる。同様の影態の土箆を「填j というが，中国では露鳥卵ほどのものを大場，鶏卵ほどのものを小

填いい，大きさからみると大填のサイズに梧当する。 3 号!日再道C7 区出土。 19~21 は杓子で， 19は

3号18河道B8区， 20は1号!日河道包含層， 21は2号18河道Bll区出土。 23は円錐形状の製品で，用

途は明確でない。

22， 35は斧柄であり， 36誌板状鉄斧をはめ込む簡であろう。 22は3号i呂海道C7区， 36は1号!日河

道土器詔出土o 38は，平識の柄と患われる O はめ込み部分の扶りが造られている。 3号i司河道C7区

出土。 24は又鍬で， 25は平鍬である o 25は1号i白河道土器溜出土。 26・27は鋤で 1号!日河道土器溜

出土。

29~34は杵，横杵で， 29は139cmの大形品である。 29・34註 1号!日河道土器諮， 33は1号!日持道包含

層出土。 30は3号i日河道C8区出土。 31は4号!日v:rr道C2区出土。 42は円形の蓋である。方形の扶り

を1笛所入れている。 3号!日海道C7区。 38・40・43は建築部材あるいはその転屠品で，ほぞ子しをあ

けたり扶りを入れている。 39は2号i日河道Bl1毘， 40は3号j白河道C8区， 42は4号IBtEJ道C2区，

43は4号18河道C4区出土。

44は長さ73c泌が残存した梯子で，編27cm，厚さ11cmを瀦る。

(5) 骨角器(第66密)

1~5 は 1 号i日河道土器詔出土の骨角器である。 1 は長さ 15.3cmが残存した鹿角裂の文である。

火を受けたようで黒ずんだに白くなっている o 2~4 辻鯨骨裂のアワピオコシである。 3 は火を受

79 
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けたようで白くなっている o 2は長さ17.4c偽幅2.9cm，

厚さlcm， 3は長さ7.3αn，幅2.5cm，厚さ0.9cmラ厚さI

cm， 3は長さ7.3cl11， i福2.5cm，厚さ0.9CI11， 4は長さ8.5

CI11，転 3cm，厚さ 1cmを測る。鹿角製の科突呉で，長さ

5.4cl11，幅 1cm，厚さ0.5cmを、測る。下端には刻みが認め

られる。

(6) 土製品・石製品(第67図)

1~3 泣紡垂形の土製投弾である。 1 が33ι 2が32

g， 3が31gを測る o 2の胎土には金雲母を含んでいる O

O 

2 

@ 
Cミ〉

O 1cm 

5CfT、 牛耳五五三

第68国装飾品 (1/2，1/1) 

1・2は1号lmpJ道土器詔 3は4号i日河道C2区出土。 4は土器片の開国を丸く面取りした円盤状

製品で， 19.6 gを測る。 4号!日河道C2区出土。 5は頁宥製の石製丹盤で， 21. 9 gを測る。 31日河道

C8医出土。れま土器片を利用した土製紡垂主主である。中央に l箆所子しをもち， 8.1gを誤uる。 4号!日

河道C2区出土。 7は半欠した頁岩製の石製紡垂車である。上耐には穿孔した療に段がついている 0

12.7 gを測る。 4号18河道CD5R<:出土。

(7)装飾品(第68国)

1はイノシシの牙を利用した垂飾品である O 上端に小さな穿子しを施している。重さ1.7 gを測る。 3

号IB汚道C7区出土。 2は碧玉襲の管玉でみる O 長さ1.1cm，径O.4cmの小形品である。 1号!日河道包

含層出土。
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2 .まとめ

ここでは嬬鉾JlI改修工事に伴って平成 6年度から平成 8年度にかけて実施された発掘調査の成果に

ついて簡単にまとめをちヲ O 謂査区は，昭和14年に直線的な汚道;こ改{惨された現河111敷に設定して調

査を行った。これは，原の辻の台地北ffiljの低地に当たり，その部分を東西方向に約450mにわたるトレ

ンチを設定した格好になった。

調査によって 4条のi日河道と 2笛所の濠 1条の溝などの遺構が検出さtlた。j:I童謡にある 1号濠

は，平成 9年度のため浩造成工事に伴う謂査によって 3号!日汚道につながることが誰演される河道

にとりついた弥生中期後半須玖II式の時期の濠で、あることが確認された。 2号濠は，断面形がV字形

をなしていて，時期的に弥生後期の可能性をもっている。 1号溝は，新面がむ字形をなし，性格は明

瞭でない。 1号!日河道泣弥生中期後半~後期初頭の遺物を含み，丹塗土器や木製品などを出土したO

2号!日河道は弥生前期末~古填前期布官式までの遺物を包含し vていて，長期間流路をもっていた河道

であることが分かった。北部九州系の霊棺片を 5点含みヲ馬辺に墓域があることが推潤される。 3号

!日河道は弥生前期末~中期後半(須玖II式古段賠)までの遺物を主体としていて，朝鮮半島系の無文

土器およびその影響を受けたと考えられる土器を多く含んでいることが注目される。 4号沼海道は弥

生前期末~中期末(須玖II式薪段階)までの遺物を含んでいる 4号[[1河道では朝鮮半島系の主器も

出土しているが 3号i白河道とともに石鎌・石信了・磨製石斧・石剣・石文の未製品・素材が多く出

土いることが注日される O 朝鮮半島系の無文土器等は，ため池造成工事の擦にも多く出土していて，

3号18河道・ 4号!日海道に閉まれた地域に半島系の人々や子孫たちが集中して雑居していたことを物

語っている。また，ここには石器製作の工房があって，頁岩や粘盤岩の素材(現時点では対馬そその

産地として想定している)を移入して製品安造り，島内ばかりでなく臼本本土へ運搬した可能性を推

察できるようになった。

今回の調査成果のひとつは，位地の徴高士岳部分での居住が弥生前期末に開始されて弥生後期初頭ま

で存続したことが明らかになったことである。その後は低地での居住がみられなくなに台地のなか

だけに居住空間が摂定されることになったのであろう。過密な都市的な集住がち二われたのであろう O

土器・石器のもつ問題については，今回の報告においては時間的な余絡がないので，次留に機会をつ

くって検討を行いたい。

最後になったが，発掘調査から今屈の報告書作成にあたって多くの人達の支援を受けた。とくに，

調査事務所の内業の方々の力強しユ応援がなければ，本書は形をなすことができなかったと患います。

また，小郡市教育委員会の片岡宏二氏と愛媛大学吉沼広氏には実説支援から助言・教示をいただきま

した。いつも指導をいただいてます原の辻遺跡調査指導委員会の先生方，福間大学式末純一氏，横山

J[原氏，松永泰彦氏，指導・支援をいただきました多くの皆様方に感謝申し上げて結語としま
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